
三
月
前
期
の
プ
ロ
ィ
セ
ン
に
お
け
る
「
社
会
問
題
」
と

　
　
　
社
会
政
策
お
よ
び
申
間
層
政
策
の
展
開
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
　
　
本

和
　
　
良

問
題
の
所
在

－
　
三
月
前
期
に
お
げ
る
「
杜
会
問
題
」

　
〕

　
１
　
「
杜
会
間
題
」
の
性
格
－
以
上
第
二
十
六
巻
第
五
号

　
■

　
１
　
「
杜
会
問
題
」
の
発
生
の
原
因
と
「
大
衆
貧
窮
」

　
〔

１２３４５６

身
分
制
杜
会
の
下
層
民
と
杜
会
の
解
体
に
よ
る
そ
の
増
大

「
農
民
解
放
」
に
よ
る
農
村
下
層
民
の
増
大
と
窮
乏

「
営
業
の
自
由
」
に
よ
る
手
工
業
者
過
剰
の
発
生

イ
ギ
リ
ス
の
競
争
に
よ
る
家
内
工
業
の
危
機

工
業
の
雇
傭
能
力
の
隈
界

三
月
前
期
に
お
げ
る
「
大
衆
貧
窮
」
１
以
上
、
本
号

　
　
　
　
　
　
１
　
三
月
前
期
に
お
け
る
政
策
の
展
開

　
　
　
　
　
　
〕

　
　
　
　
　
　
　
１
　
国
家
的
杜
会
政
策
の
開
始
Ｈ
一
八
三
九
年
の
児
童
保
護
規
定

　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
１
　
中
問
層
政
策
の
開
始
１
１
一
八
四
五
年
の
営
業
令

　
　
　
　
　
　
Ｙ
人

　
　
　
　
　
　
　
皿
　
三
月
前
期
に
お
け
る
政
策
展
開
の
特
徴
と
意
義

　
　
　
　
　
　
〔

三
月
前
期
の
ブ
ロ
ィ
セ
ソ
に
お
け
る
「
杜
会
問
題
」
Ｏ
（
川
本
）

三
一
（
八
九
九
）



立
命
館
経
済
学

（
第
二
十
六
巻
・
第
六
号
）

皿
　
「
「
三
月
革
命
」
と
政
策
の
展
開

　
〕

　
１
　
「
三
月
革
命
」
と
「
杜
会
問
題
」

　
■

　
１
　
中
間
層
政
策
の
展
開
１
１
一
。
八
四
九
年
の
営
業
令

　
兀

　
皿
　
国
家
的
杜
会
政
策
の
展
開
１
－
一
八
五
三
年
法

．
Ｙ
人

　
ｖ
　
「
反
動
期
」
に
お
げ
る
政
策
展
開
の
特
徴
と
意
義

　
〔

三
二
（
九
〇
〇
）

　
〕

　
皿
　
「
杜
会
間
題
」
の
発
生
の
原
因
と
「
大
衆
貧
窮
」

　
・
〔

　
三
月
前
期
の
「
大
衆
貧
窮
」
は
、
伝
統
的
、
農
業
的
な
身
分
制
杜
会
か
ら
近
代
的
、
工
業
的
な
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
杜
会
へ
の
移
行
期
に

お
げ
る
杜
会
的
危
機
で
あ
っ
て
、
増
大
す
る
過
剰
人
口
に
対
し
て
、
工
業
の
雇
傭
能
力
が
余
り
に
も
小
さ
か
っ
た
こ
と
に
起
因
し
て

い
た
。
そ
こ
で
、
以
下
に
お
い
て
、
身
分
制
杜
会
に
お
げ
る
下
層
民
の
状
態
と
、
身
分
制
杜
会
の
解
体
に
よ
る
人
口
、
と
く
に
下
層

民
の
増
加
に
つ
い
て
考
察
し
た
後
、
過
剰
人
口
を
発
生
さ
せ
た
諸
原
因
を
逐
次
検
討
し
て
、
一
八
三
〇
１
一
八
四
〇
年
代
の
「
大
衆

貧
窮
」
の
具
体
的
な
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
１
　
身
分
制
社
会
の
下
層
民
と
社
会
の
解
体
に
よ
る
そ
の
増
大

　
中
世
の
身
分
制
杜
会
に
お
い
て
も
下
層
民
は
存
在
し
て
お
り
、
「
賎
民
（
雲
置
）
」
と
呼
ほ
れ
て
蔑
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
決

し
て
過
剰
で
不
必
要
な
存
在
で
は
た
か
っ
た
。
完
全
農
民
や
ツ
ソ
フ
ト
の
親
方
以
外
の
多
く
の
層
が
そ
れ
で
あ
っ
て
、
身
分
と
し
て

の
評
価
を
受
げ
ず
、
　
「
労
働
の
名
誉
」
の
外
に
放
置
さ
れ
、
収
入
を
得
る
勤
め
口
は
制
限
さ
れ
て
い
て
、
っ
ね
に
深
刻
な
貧
窮
の
な

か
に
お
か
れ
、
破
局
に
対
し
て
低
抗
カ
を
持
た
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
他
方
で
、
身
分
制
的
な
杜
会
秩
序
は
、
か
れ
ら
を
頼
り
に
し



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
ゲ
ジ
ン
一
ア
　
　
　
　
タ
ー
、
ケ
レ
ー
ナ
ー

て
い
た
。
農
民
が
奉
仕
義
務
を
果
す
た
め
に
は
僕
碑
や
日
　
雇
い
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
り
、
ホ
ィ
ス
ラ
ー
（
婁
易
一
胃
）
や
ビ
ュ

ド
ナ
ー
（
雲
ま
３
は
農
村
住
民
の
必
要
と
す
る
労
働
力
で
あ
っ
た
し
、
そ
の
下
層
の
完
全
に
土
地
を
持
た
な
い
ア
イ
ソ
リ
ー
ガ

ー
（
里
き
男
３
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
に
で
も
従
事
し
た
。
か
れ
ら
は
生
存
最
低
限
の
状
態
に
お
か
れ
て
い
て
、
虚
弱
か
っ
独
身
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ
、
ベ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
）

あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
身
分
制
杜
会
の
「
賎
民
」
は
生
活
領
域
を
狭
く
制
限
さ
れ
、
増
大
を
阻
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
Ｃ

　
　
「
農
民
解
放
」
以
前
の
プ
ロ
イ
セ
ソ
に
お
い
て
も
、
相
続
者
以
外
は
、
農
村
で
は
僕
稗
と
し
て
、
都
市
で
は
傭
兵
と
し
て
独
身
を

保
っ
た
。
か
れ
ら
は
、
相
続
者
が
子
供
を
養
育
す
る
の
を
助
げ
、
そ
の
世
代
で
死
減
す
る
か
、
ま
た
は
飢
餓
、
疫
病
、
戦
争
争
で
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ー
ル
ソ
ク

続
者
が
死
亡
し
た
時
に
、
そ
れ
を
補
翼
す
る
役
割
り
を
果
し
た
。
こ
の
結
果
、
ヨ
リ
多
数
の
家
族
成
員
の
生
計
を
可
能
に
す
る
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

し
い
勤
め
口
が
生
じ
な
い
限
り
、
住
民
数
は
不
変
に
留
ま
り
、
ま
っ
た
く
同
じ
配
置
の
同
じ
状
態
が
繰
り
返
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
都
市
に
お
い
て
も
、
親
方
の
数
は
ツ
ソ
フ
ト
制
度
と
定
住
法
（
；
＆
實
一
萎
昌
窃
屋
ｏ
５
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
、
営
業
の
機
会
が
か

れ
ら
に
保
障
さ
れ
て
い
た
。
親
方
以
外
の
者
は
、
生
計
の
道
を
新
た
に
見
出
し
た
時
に
の
み
、
家
族
を
も
っ
こ
と
が
許
可
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
イ
マ
ー
ト
ロ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
イ
。
フ
ア
イ
ゲ
ネ

都
市
に
は
、
ま
た
、
身
分
制
か
ら
外
れ
た
、
市
民
権
も
納
税
義
務
も
な
く
、
「
故
郷
の
な
い
」
下
層
民
が
存
在
し
て
お
り
、
隷
　
奴

と
か
、
非
ツ
ソ
フ
ト
手
工
業
者
、
ま
た
は
相
続
し
な
い
「
住
民
の
余
り
も
の
（
雰
く
賢
胃
昌
。
・
。
っ
夢
婁
Ｏ
ぎ
籟
）
」
等
と
呼
ば
れ
て
い
た
の

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

で
あ
る
が
、
都
市
の
負
担
能
力
に
限
度
が
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
数
が
増
加
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ー
ル
ソ
ク

　
以
上
の
よ
う
に
、
身
分
制
杜
会
に
あ
っ
て
は
、
生
計
を
営
む
こ
と
が
可
能
な
ば
あ
い
に
の
み
、
結
婚
が
許
可
さ
れ
る
と
い
う
一

般
的
な
原
則
に
基
づ
い
て
、
下
層
民
の
増
加
に
歯
止
め
が
掛
げ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
八
世
紀
に
入
る
と
、
こ
の
歯
止
め
が
徐

々
に
外
れ
て
い
っ
た
。
分
割
相
続
地
域
に
お
げ
る
小
農
や
下
層
民
の
増
大
、
ツ
ソ
フ
ト
か
ら
自
由
な
農
村
に
お
い
て
工
業
が
勃
興
し
、

親
方
に
な
れ
な
い
層
の
家
族
的
な
基
礎
が
創
出
さ
れ
た
こ
と
や
、
農
村
に
問
屋
制
度
が
拡
延
し
て
、
農
民
の
副
業
収
入
が
増
大
し
た

　
　
　
三
月
前
期
の
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
け
る
「
杜
会
間
題
」
ｄ
（
川
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
（
九
〇
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
（
九
〇
二
）

　
　
　
　
　
　
ナ
ー
ル
ソ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

こ
と
（
１
１
新
し
い
生
計
の
基
礎
の
創
出
）
等
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
プ
ロ
イ
セ
ソ
に
お
げ
る
「
農
民
解
放
」
と
「
営
業
の
自
由
」
は
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

う
し
た
傾
向
の
基
礎
の
う
え
で
、
下
層
民
を
諾
制
限
か
ら
法
的
に
解
放
し
た
。
こ
れ
ら
の
改
革
に
よ
り
プ
ロ
イ
セ
ソ
で
は
、
結
婚
は
、

道
徳
的
、
宗
教
的
な
見
地
か
ら
近
親
者
に
対
し
て
の
み
禁
止
さ
れ
た
こ
と
を
除
く
と
、
ま
っ
た
く
自
由
と
な
り
、
都
市
に
お
げ
る
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

住
の
制
限
も
撤
廃
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
下
層
民
を
中
心
と
す
る
人
口
の
増
大
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
世
紀
前
半
の
プ
ロ
イ
セ
ソ
に
お
げ
る
人
口
と
「
従
属
的
な
手
労
働
者
（
２
¢
Ｖ
き
豪
目
・
。
厨
¢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

肋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霊
己
胃
訂
ま
尺
）
」
の
増
加
を
示
し
た
の
が
第
－
表
で
あ
る
。
こ
の
表
か
ら
注
目
す
べ
き
点
は
、

お
加

に
増
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
Ｄ
一
八
一
六
年
か
ら
一
八
四
六
年
に
至
る
三
〇
年
問
に
、
人
口
が
六
〇
％
増
加
し
て
い
る
の
に

ソ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ー
ゲ
レ
ー
ナ
ー

セ
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
し
、
の
主
と
し
て
農
業
に
従
事
し
た
目
雇
い
と
僕
碑
の
増
加
率
が
ほ
ぽ
こ
れ
と
等
し
い
の

イ
者

口
働
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
反
し
て
、
ゆ
工
場
労
働
者
と
手
工
業
者
補
助
の
増
加
率
が
こ
れ
を
大
き
く
上
廻
っ
て
い
る
こ

プ
労

切
艀
　
　
　
　
と
で
あ
る
。
後
に
み
る
よ
う
に
、
こ
の
表
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
独
立
手
工
業
姦
の
増
加
と

前
属

紀
従
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
貧
窮
化
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
工
業
に
従
事
す
る
下
層
民
の
増
加
は
こ
れ
よ
り
も
な
お
一

世
と

１
９
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
層
顕
著
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
以
上
か
ら
、
一
九
世
紀
前
半
の
プ
ロ
イ
セ
ソ
に
お
げ
る
人
口

　
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
８
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
増
大
が
、
下
層
民
、
と
く
に
工
業
下
層
の
膨
脹
を
基
礎
と
し
て
い
た
こ
と
を
着
取
し
得
る
で

１第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ろ
う
。
っ
ぎ
に
・
以
上
の
点
を
・
東
ニ
ル
ベ
地
域
の
な
か
で
、
ポ
ー
ゼ
ソ
州
と
と
も
に
も
っ

と
も
農
業
的
色
彩
の
強
か
っ
た
東
プ
回
イ
セ
ソ
州
と
、
工
業
の
拡
張
の
著
し
か
っ
た
西
エ
ル
ベ
地
域
の
ラ
イ
ソ
州
と
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ

　
　
　
（
９
）

－
レ
ソ
州
と
を
取
り
上
げ
て
さ
ら
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
（
１
０
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヒ
ト
ウ
ソ
ク

　
第
２
表
は
、
一
八
〇
五
年
と
一
八
六
七
年
の
東
プ
ロ
イ
セ
ソ
州
に
お
げ
る
人
口
数
を
、
杜
会
成
層
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

年
６

人

万
Ｏ

、

４
８
１

０
６
，

）
４
３
１
２
６
７
７
７
る
２
２
１
１

す

１

と

１
１０

０
１

年
６

人

を

１
８
１

万
０

０
０
，

常
ｍ
ｍ
ｍ

１
年
６

１
１ １

８
１

（者
者
助
い
碑

口

繁
一

人

属
工
手
目
僕

従



の口人村農るげおに
成

州
編

ソ
　
の

セ
そ

イ
　
と

口
層

プ
成

東
会

　
杜

表２第

の
中
加
人

１

７

８

Ｏ

８

９

１

ｏ
ｏ
平

１
・
年

人Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｏ

０

年

Ｏ
Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ
０
０

Ｏ

Ｏ
Ｏ

７

Ｏ
Ｏ

Ｏ

，

，

，

，

，

，

７
０
０
０

，

，

，

６

４

Ｏ

８

２
６

１
８
’
ｏ
６
４
０
７

Ｏ

ｏ
ｏ
７

Ｏ

１

一
Ｌ
０
１
■
Ｑ
り

１

１

４
３

８

，１

人０
０
０
（
）

年

０
０
０

Ｏ
Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

０

Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

０
０
２

５

０
０

Ｏ

，

，

，

，

，

，

，

７
０
５
４

，

０

，

，

Ｏ
ｎ
６
０

８

ｏ
ｏ
Ｏ

８

２
１
９
４
３
６

２
１
↓
２

（
ｏ
２

８

ユ

７
‘
２

９

ｒｅｎ

ｎ

ｈ

ｅ

“
Ｏ

ｄ

１ｅｇａＴ

一
一
答

．
ｍ
ｎ
一
狐

脱
幟
肋

ｍ
伽
ｍ
Ｓ
Ｓ
Ｐ

し
か
し
、
人
口
の
膨
脹
が
下
層
民
を
中
心
に
生
じ
た
こ
と
は
っ
ぎ
の
点
か
ら
明
瞭
で
あ
る
。

口
に
対
す
る
就
職
者
の
割
合
が
四
三
劣
で
あ
っ
た
こ
と
を
基
準
と
す
れ
ば
、

新
Ｌ
い
勤
め
口
が
創
出
さ
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

口
が
生
じ
た
と
述
べ
、
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
州
の
ば
あ
い
、

　
　
　
三
月
前
期
の
プ
ロ
ィ
セ
ン
に
お
げ
る
「
杜
会
問
題
」
Ｏ
（
川
本
）

個
々
の
杜
会
成
層
の
説
明
は
後
段
に
譲
り
、
差
当
り
止
目
す
べ
き
点
は
、
い
人
口

が
年
平
均
一
、
○
○
○
人
当
り
一
〇
人
弱
の
増
加
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
！
ソ

の
農
民
〔
…
串
。
亭
竃
。
、
。
〕
数
は
殆
ん
ど
増
加
せ
ず
、
ゆ
農
場
に
住
む
イ
ソ
ス
ト
ロ

　
　
　
タ
ー
ゲ
レ
ー
ナ
！

イ
テ
と
日
雇
い
、
お
よ
び
農
民
村
落
に
居
住
す
る
ア
ィ
ゲ
ソ
ケ
ー
ト
ナ
ー
が
顕

著
な
膨
脹
を
示
し
、
↑
ｏ
村
落
営
業
者
の
数
も
著
し
く
増
加
し
て
い
る
が
、
こ
の
州

で
は
一
九
世
紀
の
前
半
に
小
都
市
の
人
口
も
す
ぐ
れ
て
農
業
で
生
活
し
て
い
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ー
ユ
）

言
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
農
業
へ
の
依
存
度
が
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
、

で
あ
る
。
以
上
か
ら
農
業
下
層
を
中
心
と
し
た
人
口
の
増
大
を
看
取
し
得
る
で
あ

ろ
う
。

　
ラ
イ
ソ
州
と
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
州
に
お
げ
る
人
口
は
、
一
八
一
六
年
の
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

九
〇
万
人
か
ら
一
八
四
九
年
の
四
三
〇
万
人
へ
と
、
一
四
〇
万
人
の
増
加
を
み
た
。

こ
こ
で
の
人
口
の
増
大
は
、
工
業
下
層
民
を
基
礎
に
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
残
念
た
が
ら
杜
会
成
層
別
の
増
加
は
不
明
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｗ
．
ケ
ル
マ
ソ
は
、
世
紀
の
中
葉
に
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
〇
万
人
の
人
口
の
増
加
に
対
し
て
五
八
万
人
分
の

　
　
　
　
　
　
こ
れ
だ
げ
の
経
済
の
拡
張
が
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
過
剰
人

　
　
　
　
　
一
八
二
六
年
の
第
一
回
州
議
会
選
挙
の
選
挙
人
名
簿
の
分
析
を
通
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
（
九
〇
三
）
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第
果

州
結

ソ
析

レ
分

一
の

ア
　
ト

フ
　
ス

し
「
　
　
ｎ
ソ

ス
人

工
挙

ヴ
選

の
会

年
議

２
６
州

１
８
回

表３第

中
率
口
砒
人
で

％
い
”
”
螂
Ｈ
“
〃
”
　
　
　
　
１
↓
　
　
　
　
　
６
　
１

層
階

考
層
層
者
層
障
　
農
民
ぶ
箏
“
洋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
（
九
〇
四
）

て
、
下
層
民
の
比
率
が
人
口
の
ほ
ぼ
八
○
劣
に
も
達
し
て
い
た
と
推
定
し
て
い
る
。
そ

の
分
析
の
結
果
が
第
３
表
で
あ
っ
て
、
最
後
の
二
つ
の
階
層
が
「
第
四
身
分
」
を
捗
成

　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

し
た
と
述
べ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
身
分
制
杜
会
の
解
体
に
よ
る
人
口
の
膨
脹
は
、
下
層
民
の
増
大
を

基
礎
に
し
て
い
た
た
め
、
　
「
大
衆
貧
窮
」
は
人
口
の
増
加
と
と
も
に
進
行
し
て
い
っ
た

の
で
あ
る
が
、
つ
ぎ
に
そ
の
実
態
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
過
剰
人
口
を

発
生
さ
せ
た
諸
原
因
を
順
次
辿
り
な
が
ら
、
一
層
立
ち
入
っ
た
検
討
を
加
え
て
い
き
た

い
と
思
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
過
剰
人
口
が
生
じ
た
原
因
に
っ
い
て
、
Ｗ
・
コ
ソ
ツ
ェ
は
っ
ぎ
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。
　
「
人
口
の
増
加
は
　
　
減
少
す
る
死
亡
に
ょ
っ
て
惹
き
起
さ
れ
、
農

民
解
放
後
の
プ
ロ
ィ
セ
ソ
東
部
に
お
げ
る
よ
う
に
、
特
殊
た
条
件
の
も
と
で
、
増
大
す
る
結
婚
と
増
加
し
た
出
生
に
よ
っ
て
も
ま
た

惹
き
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
　
　
古
く
よ
り
発
展
を
続
げ
て
い
た
地
方
で
は
、
ゆ
っ
く
り
と
殆
ん
ど
気
づ
か
れ
た
い
う
ち
に
過
剰
人

口
を
生
み
出
し
、
密
度
の
た
お
稀
薄
で
あ
っ
た
入
植
地
域
に
お
い
て
は
、
嵐
の
よ
う
に
過
剰
人
口
を
生
み
出
し
た
。
そ
れ
は
、
自
由

主
義
的
な
農
業
改
革
と
営
業
の
自
由
の
結
果
、
一
部
は
強
め
ら
れ
た
が
、
さ
ら
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
工
業
の
低
廉
な
生
産
物
（
と
く
に

繊
維
製
品
と
鉄
製
品
）
が
ド
イ
ツ
の
市
場
に
氾
濫
し
た
こ
と
に
よ
り
、
危
機
に
直
面
し
た
資
本
力
の
弱
い
ド
イ
ツ
の
工
業
が
没
落
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

瀕
し
、
行
き
詰
ま
っ
た
時
に
、
破
局
の
淵
に
立
っ
た
」
と
。

　
Ｗ
・
ヶ
ル
マ
ソ
も
ま
た
っ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
　
「
ド
ィ
ッ
の
工
業
的
な
発
展
が
出
発
点
に
立
っ
て
い
た
時
の
杜
会
的
な
状
況



は
、
三
〇
年
代
と
四
〇
年
代
の
『
大
衆
貧
窮
』
で
あ
っ
た
。
一
八
世
紀
の
後
半
に
始
ま
り
、
一
九
世
紀
の
三
〇
年
代
に
至
る
ま
で
続

い
た
、
近
世
の
人
口
の
波
の
加
速
し
た
最
初
の
増
大
が
、
殆
ん
ど
全
ド
ィ
ツ
に
お
い
て
、
到
る
所
で
同
じ
度
合
い
に
お
い
て
で
は
な

い
に
せ
よ
、
過
剰
人
口
の
現
象
へ
と
導
き
、
そ
れ
が
土
地
と
ツ
ソ
フ
ト
を
喪
失
し
た
、
急
速
に
拡
大
す
る
分
子
か
ら
な
る
下
層
の
窮

乏
の
な
か
に
沈
澱
し
た
。
自
由
主
義
的
な
農
業
改
革
と
営
業
改
革
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
た
国
民
の
力
に
対
し
て
、
他
面
に
お
い
て
・

そ
れ
に
照
応
し
た
ヨ
リ
多
く
の
労
働
場
所
の
供
給
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
間
屋
制
度
の
な
か
で
農
村
の
営
業
が
・
保
護
さ
れ
な
い

ま
ま
、
か
っ
改
造
の
た
め
に
必
要
な
金
融
的
な
後
楯
の
な
い
ま
ま
、
機
械
製
品
の
競
争
の
と
り
こ
に
ー
な
っ
た
間
に
・
資
本
力
の
な
い

ド
ィ
ツ
の
工
業
は
、
発
端
に
お
い
て
、
圧
倒
的
な
外
国
の
競
争
に
対
す
る
自
已
維
持
の
た
め
の
骨
の
折
れ
る
闘
争
を
行
な
っ
た
・
シ

ュ
レ
ー
ジ
ェ
ソ
と
ラ
ー
フ
エ
ソ
ス
ベ
ル
ク
地
方
の
事
件
が
、
一
八
四
六
～
一
八
四
七
年
の
馬
鈴
薯
の
凶
作
の
後
に
頂
点
に
達
し
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

こ
ろ
の
、
一
般
的
に
広
ま
っ
た
困
窮
の
極
端
な
例
で
あ
っ
た
」
と
。

　
以
上
の
叙
述
か
ら
、
過
剰
人
口
が
生
じ
た
原
因
と
し
て
、
Ｏ
Ｄ
「
農
民
解
放
」
、
の
「
営
業
の
自
由
」
、
ゆ
イ
ギ
リ
ス
の
競
争
に
よ
る

家
内
工
業
の
危
機
、
↑
ｏ
こ
れ
ら
の
結
果
増
大
し
た
下
層
民
に
対
し
て
工
業
の
雇
傭
能
力
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
・
の
四
点
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
以
下
、
順
を
追
っ
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
ょ
う
。

一
－
一
幸
．
。
。
箏
、
。
二
。
昌
ｖ
妻
。
一
く
、
目
昌
ｖ
勺
、
。
一
。
一
、
、
一
、
呆
亭
Ｅ
・
隻
、
ｖ
妻
臭
と
い
う
言
葉
は
、
蕾
的
意
味
を
伴
一
た
呼
称

　
　
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
り
も
遥
か
以
前
に
は
、
中
高
ド
イ
ツ
語
に
お
い
て
フ
ラ
ソ
ス
語
の
Ｖ
君
巨
又
、
ラ
テ
ソ
語
の
Ｖ
君
Ｏ
昌
易
く
か
ら

　
借
用
し
た
「
人
民
」
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
た
（
向
区
二
Ｈ
Ｈ
。
・
）
。

一
２
一
〇
岸
箏
一
、
、
与
。
。
。
箏
；
一
。
勺
、
、
目
雲
－
。
。
｝
。
罫
彗
琴
警
罵
芸
夏
箏
ｑ
馨
易
ぎ
一
董
一
二
・
向
・
亭
重
富
お
睾
ぎ

　
叡
、
ｑ
、
曽
、
。
。
帽
－
竃
。
宕
、
箏
二
・
募
・
プ
ニ
實
雰
■
婁
旧
馨
巨
婁
・
一
一
。
・
甲
曇
。
・
一
一
墨
二
竃
二
〇
工
箪

（
３
）
　
オ
・
ｏ
。
目
、
。
一
く
。
８
ｖ
勺
ひ
げ
９
〈
Ｎ
目
冒
ｖ
勺
昌
－
ｏ
８
ユ
９
《
　
Ｈ
崖
．
奉
．
ヨ
乙
り
９
ｏ
■
乙
つ
◎
斗
巴
¢
Ｏ
巨
胃
ｏ
ｏ
ｏ
巨
ｏ
軍
ｏ
Ｐ
Ｎ
お
．

　
三
月
前
期
の
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
け
る
「
杜
会
問
題
」
ｏ
（
川
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
（
九
〇
五
）
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加増のそと数口人るげおにリ諸ソセイロフとド

圭
ノ

者

；
ロ

ツイド表４第

４６８１１６８１９４８１６４８１７３８１２２８１６１８１

８２５４

２２３２

４４０２

６４３３

７６６１

８１４１

３４７１

２５３４

１１２２

６７９１

６１２３

８１６１

４６３１

９１７１

９３８３

６８８１

１８７１

１１８２

５６４１

４６３１

０４７１

４６８３

６２８１

２４７１

３６７２

６４４１

１６３１

１２７１

５７３３

４４６１

４６５１

４７４２

６２３１

０５２１

５０６１

９９８２

１８２１

３１３１

２３０２

０４１１

２８０１

５５４１

４６５２

４９１１

７９１１

１７８１

６６０１

Ｏ００１

４９３１

）
０
人
ツ

ｏ
０

１
，
イ

＝
位
ド

単（
東

数口
北

人

国王ソセクザ

州ソセクザ

トソ
一
フ

ソイ
一
フ

ソレアフトスエウ

ソ

一
ア

バ

クルベム
一
ア

ルユヴ

０

７
・

７

４

４
一

９

８

０
一

７

９

８
一

７

３

６
一

５

９Ｌ４

１

５
一

２

７

９
一

６

２

５
一

８

１

５
一

６

９Ｌ７

８Ｌ５

４６３

３

３
・

２

７

９
一

４

０

８
一

５

８

８
一

４

３

０
一

５

４

７
一

３

４

６
一

３

８

４
・

２

７

０
・

５

９

２
一

５

６

５
一

４

７

７
一

４

６

５
一

３

１

６
一

３

５

３
・

２

６Ｌ３

７

７
一

３

７

０
一

３

２

２
一

３

４

４
・

２

０

５
一

２

２

５
一

１

３Ｌ１

７

０
・

１

ＯＬ１

９

０
・

１

７

０
一

１

２

８
・

４

０
一

１

率加増たしと準基を年
１
６

１
８

ツイド東北

国王ソセクザ

ハソセクザ

トソ
一
フ

ソイ
一
フ

ソレアフトスエヴ

ソ
一
ア

バ

クルベム
一
ア

ルユヴ

州ンゼポと州ンセイロプ西東ツイド東北

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
（
九
〇
六
）

事
．
Ｏ
◎
冨
９
く
Ｏ
昌
Ｖ
雲
匡
く
豊
昌
Ｖ
雫
◎
一
書
ま
尽

Ｈ
Ｈ
卜
≠
句
ぎ
訂
■
０
。
◎
Ｎ
邑
Ｏ
．
ｑ
巨
Ｏ
易
Ｏ
巨
Ｏ
葦
彗
一
違
べ
－

虞
ｏ
◎
．

　
　
ミ
．
Ｏ
◎
■
Ｎ
９
　
く
◎
昌
Ｖ
勺
ひ
げ
９
〈
Ｎ
■
昌
Ｖ
勺
Ｈ
◎
－
ｏ
叶
｝
ユ
｝
↓
《
］
」
・
閉
・

事
．
嚢
豪
彗
員
思
く
薫
¢
；
■
。
・
冒
｛
ま
ぎ
ま
写
津
Ｏ
－

君
試
茎
芦
鼻
。
。
ト

　
　
こ
の
表
は
、
Ｃ
・
Ｆ
・
Ｗ
・
デ
ィ
ー
テ
リ
チ
の
数
字
を
整

理
し
た
Ｗ
・
コ
ソ
ツ
ェ
の
叙
述
よ
り
作
成
し
た
（
オ
．
ｏ
◎
冒
Ｐ

く
§
Ｖ
雲
匡
く
昌
昌
Ｖ
串
・
一
９
・
ま
茶
§
）
。
た
お
、
一

八
〇
六
年
の
人
口
は
ほ
ぼ
一
、
○
○
○
万
人
で
あ
っ
て
、
一

八
一
六
年
と
変
化
が
な
か
っ
た
の
に
対
し
（
Ｏ
・
甲
事
．
呈
ｏ
、

雪
冥
ｏ
胃
く
◎
豪
き
豪
↑
彗
二
昌
卑
婁
穿
｝
竃
ｏ
。
↑
§
け
９

Ｈ
目
く
胃
腎
事
旨
。
・
窒
凹
易
ま
箏
盲
～
９
葦
§
０
昌
｛

く
旨
Ｈ
。
・
Ｎ
ｃ
・
げ
オ
Ｈ
。
。
。
。
ド
。
・
◎
ま
¢
四
易
｛
胃
目
竃
置
竃

Ｎ
Ｏ
芦
§
｝
。
・
け
註
。
・
豪
｝
Ｏ
■
胃
邑
箒
巨
長
彗
旨
｛
ｑ
彗

○
彗
胴
己
胃
Ｏ
馨
冨
Ｏ
巨
長
Ｐ
易
彗
葦
｝
竃
旨
９
彗
・

団
胃
－
ｐ
　
勺
易
ｏ
■
■
■
｛
団
８
昌
一
Ｕ
胃
胴
Ｈ
ｏ
◎
ト
９
Ｈ
）
、
　
一
八
三

七
年
の
人
口
は
一
、
四
〇
〇
万
人
で
あ
っ
た
（
－
９
｝
ｏ
申
、

§
冒
一
昌
ｏ
雰
く
婁
ｏ
；
畠
ｑ
ｏ
。
・
肩
豊
婁
９
彗
ｃ
。
§
誌

量
・
｝
｛
彗
卑
口
・
Ｏ
ヲ
家
¢
｛
９
・
目
冒
ま
｛
易
－
き
曇

Ｈ
。
・
。
。
べ
彗
巨
ま
竃
持
彗
§
昌
¢
箏
竃
尋
Ｏ
巨
Ｏ
ま
雪
，

。
。
§
誌
ま
Ｈ
豪
Ｏ
ぎ
彗
｝
０
■
。
・
署
９
巨
事
胃
…
｛
。
。
岸
↑
甲

｝
胃
雰
ま
ぎ
轟
一
団
邑
ぎ
Ｈ
・
。
。
。
ｐ
５
。



一
８
一
隻
・
工
業
化
の
初
期
に
あ
一
て
は
、
工
場
労
働
者
茎
た
大
部
分
は
工
業
下
層
の
一
部
影
成
し
た
。
“
、
れ
ら
に
は
、
団
結
権
は
認

　
　
　
め
ら
れ
ず
・
選
挙
鷲
所
得
と
財
産
に
ょ
り
段
階
を
っ
け
ら
れ
、
杜
会
保
障
巻
在
し
て
い
な
か
つ
た
か
貞
簑
一
２
．
ヨ
。
。
。
。
、
、
．

　
　
　
Ｃ
っ
茎
～
暮
§
』
一
一
；
れ
に
対
し
て
、
例
外
的
妄
定
し
た
グ
乍
プ
を
髭
し
た
の
が
、
坑
夫
共
済
組
倉
所
属
す
る

　
　
　
坑
夫
と
工
場
に
お
げ
る
専
門
的
熟
練
労
働
者
と
で
あ
一
た
一
≠
穴
ぴ
一
一
姜
・
、
一
。
、
自
一
叫
、
－
、
。
。
。
、
－
。
け
、
、
け
一
、
。
プ
。
自
・
。
。
、
、
”
一
。
。
一
、
、
、
斤
、
目

　
　
　
書
書
募
嚢
一
妻
一
－
一
二
．
－
≠
琴
董
ぎ
二
・
－
。
帽
－
童
警
二
。
、
一
。
。
。
ブ
、
く
。
、
歓
。
。
。
。
目
目
一
。
。
。
帽
。
。
。
。
巨
。
ま
。
．
旨
．

　
　
　
。
婁
．
１
妻
姜
＝
己
奉
。
。
肇
竃
享
二
・
茎
＝
・
。
。
一
麦
蕃
葦
、
・
、
。
。
一
妻
一
二
目
し
。
、
－
。
；
、
く
薫
。
、
目
目
・
。
一
箏
。
、
、

　
　
　
－
己
易
区
９
彗
雰
く
Ｏ
巨
一
◎
Ｐ
胃
べ
－
曽
・
。
）
。

一
９
一
オ
．
窒
§
Ｐ
穿
薫
・
…
二
己
姜
・
秦
、
葦
、
ｏ
。
一
。
目
旨
、
一
ら
．

（
１
０
）
○
．
富
竃
二
；
・
○
・
二
事

（
ｕ
）
　
『
オ
．
０
０
０
ブ
■
げ
９
戸
Ｐ
Ｐ
○
二
心
○
〇
一
・

一
ｕ
一
≠
窒
§
二
き
・
套
…
；
麦
琴
箒
。
・
葦
・
；
；
。
、
。
。
－
雪
一
、
一
づ
一
與
箏
。
一
づ
；
、
。
。
け
一
、
一
。
目
．
§
．
な
お
、

　
　
　
　
一
八
二
一
年
か
ら
一
八
六
四
年
ま
で
の
主
要
な
ド
イ
ツ
諸
邦
と
プ
一
イ
セ
ソ
諸
州
に
淳
る
ぷ
口
の
増
加
は
第
４
表
一
奉
．
穴
ひ
、
、
、
與
。
、
一
．

　
　
　
　
零
ま
寿
胃
昌
ｏ
ｑ
昌
ｏ
キ
げ
ｏ
篶
。
。
写
螢
｛
ｇ
雪
葦
一
竃
）
の
如
く
で
あ
っ
た
。

一
１
３
一
≠
墨
一
§
員
穿
邑
邑
自
己
寿
。
。
窪
。
自
し
Ｈ
Ｐ

一
皿
一
こ
の
分
析
結
果
は
・
合
計
が
一
〇
〇
％
を
越
え
る
こ
と
か
ら
畠
ら
か
空
忌
、
資
料
の
制
約
か
ら
正
確
筈
の
で
窪
い
と
断
わ

　
　
　
　
ら
れ
て
い
る
一
≠
竃
§
二
・
菱
・
プ
零
貫
異
三
嚢
－
・
・
一
・
一
。
一
…
。
。
。
。
、
巨
。
、
姜
二
８
．
§
』
、
、
。
。
．
ら
。
ト
、
誌
箏
帽
。

　
　
　
　
｛
¢
二
茎
事
二
菱
り
◎
責
三
；
婁
二
茅
一
姜
＝
己
麦
奪
二
・
べ
；
、
、
。
。
－
き
、
一
。
。
。
プ
、
津
一
箏
竃
。
。
。
、
。
。
。
。
プ
、
津

　
　
　
　
睾
巨
邑
－
麦
奪
＝
■
星
一
旨
芽
巨
易
幕
Ｓ
一
葦
易
二
目
二
冨
彗
射
、
一
一
。
。
斤
。
｝
、
。
。
四
二
、
げ
、
岸
、
、
げ
。
ミ
。
ぴ
。
、
。
・
。
、
箏

　
　
　
　
害
ま
昌
；
鼻
墨
碁
¢
昌
；
邑
葦
二
９
葦
・
一
葦
婁
毫
巴
二
至
目
一
、
目
。
．
考
、
。
。
弍
、
一
、
目
ら
、
暑
、
、
一
、
二
葦
．

　
　
　
　
胃
）
。

一
茄
一
≠
Ｏ
§
・
く
・
昌
ｖ
勺
童
く
昌
ｖ
墨
９
、
、
一
”
芥
；
、
；

一
１
６
一
オ
．
墨
一
§
；
；
易
暮
一
邑
。
・
崖
目
・
・
二
〇
べ
．
Ｈ
ｏ
・
一
・

　
　
　
　
三
月
前
期
の
プ
ロ
イ
セ
ソ
に
淳
る
「
杜
会
問
題
一
〇
一
川
本
一
　
　
　
　
　
三
九
一
九
〇
七
一



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
第
二
士
一
巻
．
第
六
号
一
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
一
九
〇
八
一

　
２
　
「
農
民
解
放
」
に
よ
る
農
村
下
層
民
の
増
大
と
窮
乏

プ
ロ
イ
セ
ソ
に
お
げ
る
「
餐
解
放
一
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
一
八
〇
七
年
の
「
一
〇
月
勅
令
一
に
よ
一
て
開
始
さ
れ
・
世
襲
隷

伐
性
を
廃
止
し
て
、
農
民
に
土
地
所
有
の
権
利
を
賦
与
し
、
職
業
の
選
択
を
自
由
に
す
る
と
と
も
結
婚
の
制
限
・
っ
書
・
餅

場
に
お
い
て
は
、
家
族
を
養
う
の
に
十
分
島
ル
ソ
丈
見
込
嘉
た
時
に
の
み
領
主
が
結
婚
を
許
可
し
・
餐
村
落
に
お
い
て
は
・

ホ
　
　
ー
　
　
　
フ

家
嚢
の
相
続
者
の
み
が
家
族
を
も
っ
と
い
う
従
来
の
制
度
を
も
除
去
し
湿
一
こ
の
結
果
・
す
で
に
み
た
よ
う
に
・
「
農
民
解
放
一

の
適
用
区
域
で
あ
る
東
一
ル
ベ
地
域
に
お
い
て
も
急
激
な
合
の
増
大
を
み
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
主
力
と
な
一
た
下
層
農
は
っ
ぎ

の
よ
う
な
状
態
に
お
か
れ
た
。

一
す
な
わ
ち
、
一
八
二
年
臥
「
調
整
勅
令
一
と
一
八
二
一
年
の
「
調
整
布
告
一
に
よ
り
・
調
整
資
格
の
認
め
ら
れ
た
世
襲
餐
は

全
農
地
の
三
分
の
一
、
非
世
襲
農
民
は
二
分
の
一
の
割
譲
で
も
つ
て
土
地
所
有
権
が
賦
与
さ
れ
・
調
整
資
格
の
な
い
農
民
の
土
地
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ー
ツ
ラ
ン
ト

没
収
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
農
場
地
が
拡
大
し
た
の
に
対
し
て
、
農
民
の
土
地
は
減
少
し
た
の
で
あ
っ
竜

専
し
た
農
場
で
は
労
働
力
と
し
て
イ
ソ
ス
ト
ロ
ィ
一
ア
夏
一
呈
が
使
用
さ
れ
た
・
そ
の
給
源
と
な
っ
た
の
は
ア
イ
ソ
リ
ガ
ー

　
グ
ー
ツ
ゲ
ジ
ン
デ

や
農
場
僕
碑
で
あ
り
、
イ
ソ
ス
ト
回
イ
テ
自
体
も
自
由
に
結
婚
が
で
き
る
よ
う
に
書
、
増
殖
し
て
い
壱
か
れ
ら
は
農
場
主
に

よ
っ
て
人
格
的
に
支
配
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
物
質
的
に
は
保
障
さ
れ
て
い
竜

し
た
が
つ
て
、
間
題
は
農
民
村
落
に
あ
つ
た
。
ま
ず
、
村
、
影
艶
ア
皆
っ
い
て
、
・
・
イ
プ
セ
ン
は
二
般
的
に
単
独
相
続
の
慣

習
が
存
続
し
て
い
た
た
め
に
、
そ
の
数
は
奮
奈
一
た
と
述
べ
て
い
輩
し
か
し
－
フ
一
イ
セ
ソ
州
に
お
い
て
は
・
分
割
相
続
や

分
割
販
売
に
よ
つ
て
、
一
八
一
九
年
か
｝
八
四
三
年
の
問
に
、
農
民
所
有
者
数
は
二
〇
賓
上
も
減
少
し
て
・
そ
の
土
地
は
大
土

地
所
有
者
に
併
合
さ
れ
た
と
Ｆ
・
Ｗ
・
シ
ユ
ー
ベ
ル
ー
は
報
じ
て
い
躯
い
ず
れ
に
せ
よ
・
か
れ
ら
の
農
地
は
・
土
地
割
譲
に
よ
一



積面地耕のソセイロプるけおに）域領の年
１
５

１
８（摸規旧表５第

）
ａｈ０００

１
０

＝位単（

つ
ｏ
２
（
６

Ｏ

７

年

７

ｎ
ｚ
「
ｏ

１

Ｆ
ｏ

８
ｎ
ｚ

１

２

４

３

，

１

１

９１

１
１

Ｏ

貢
Ｕ
４

２

１

年

７
２
巨
Ｕ

１

６

ｏ
◎
ｈ
ｚ

１

２

４

Ｏ

，

９

１

８１

口
Ｏ
Ｏ
Ｏ

１

３

７

年

２
１
■
Ｆ
Ｏ

１

Ｏ

ｏ
ｏ
ｏ
ん

１

２

４

４

，

６

１

８１

１
１

Ｏ
Ｏ
□
Ｏ

１

２

６

年

３

【
／
３

Ｏ

４

７

１
上
１
■

２

２

９

，

４

１

８１
；
－
，
Ｉ
ｊ
　
１
’
１
，
，
，
１

■
ヨ

Ｏ
ｏ
Ｕ

１

８

Ｏ

年

２

９
＾
Ｏ

７

３

Ｏ
０
１
■

１

１

７

Ｆ
０

１８

一
ま

１

一
ま

～

を

一
ま

一
ま

〃

序）

十
一
…
口

部
ソ
ソ
ヴ
ソ

合（

一
∴

邦ソセイ

口

ユ

イ
ス

口

プ
シ
ザ
ラ
ヱ

○
フ

ｏ『月クレ
“
ノ

フンデン
一
フ

’

フ刊グンレノメポ州クンゼ一ポ州ンセイロプ西東部東北ンセイロ

○

フ

三
月
前
期
の
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
げ
る
「
杜
会
間
題
」
ｏ
（
川
本
）

て
従
来
の
面
積
の
三
分
の
二
ま
た
は
半
分
に
縮
小
し
た
の
で
あ
る
。

　
顕
著
な
増
大
を
示
し
た
の
は
ア
イ
ゲ
ソ
ケ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
っ
た
。
一
八
〇
五
年
か
ら
一
八
六

　
　
　
　
　
グ
・
－
ツ
ベ
ツ
イ
ル
ク

七
年
の
問
に
領
地
区
域
の
イ
ソ
ス
ト
家
族
の
総
数
が
二
・
五
倍
増
大
し
た
の
に
対
し
、
農
民
村

落
に
お
げ
る
ア
イ
ゲ
ソ
ケ
ー
ト
ナ
ー
の
数
は
三
・
五
倍
も
の
増
加
を
示
し
、
そ
の
結
果
、
本
来

の
農
民
は
少
数
者
に
転
落
し
た
。
か
れ
ら
は
、
農
民
の
二
、
三
男
で
あ
っ
て
、
結
婚
し
て
独
立

し
、
通
常
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
〔
１
１
四
分
の
一
フ
ー
フ
ェ
〕
以
下
の
小
農
地
と
日
雇
い
で
生
計
を
立
て

（
８
）

た
。
プ
回
イ
セ
ソ
州
に
お
い
て
も
、
ア
イ
ゲ
ソ
ケ
ー
ト
ナ
ー
、
ホ
イ
ス
ラ
ー
、
と
く
に
ロ
ス
ロ

イ
テ
（
－
易
５
巨
ｏ
）
が
著
し
く
増
大
し
、
や
せ
た
僅
か
の
土
地
を
持
つ
農
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

と
し
て
生
活
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
本
来
の
農
民
の
土
地
割
譲
に
よ
る
所
有
地
の
減
少
と
結
婚
の
自
由
に
よ
る
ア
イ
ゲ
ソ
ヶ
－
ト

ナ
ー
の
増
大
は
深
刻
な
土
地
飢
麓
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
　
「
農
民
解
放
」
以
前
に

は
、
国
家
領
域
の
三
分
の
二
が
荒
蕪
地
ま
た
は
利
用
さ
れ
る
こ
と
の
稀
な
放
牧
地
と
し
て
放
置

さ
れ
て
い
た
の
が
、
僅
か
の
土
地
で
も
開
墾
さ
れ
て
、
耕
地
に
転
化
さ
れ
た
た
め
、
一
八
〇
六

年
か
ら
一
八
六
四
年
ま
で
の
間
に
ブ
ロ
イ
セ
ソ
の
耕
地
面
積
は
二
倍
に
拡
大
し
、
と
く
に
北
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

部
に
お
い
て
は
二
・
五
倍
の
拡
張
を
み
た
（
第
５
表
参
照
）
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
土
地
開
拓
（
－
彗
－

３
・
。
昌
乙
。
げ
彗
）
の
た
め
の
労
働
力
の
需
要
も
増
大
し
、
農
業
に
お
け
る
人
件
費
は
一
八
ニ
ハ
年
か

ら
一
八
三
四
年
ま
で
に
二
倍
と
な
り
、
さ
ら
に
一
八
五
二
年
ま
で
に
三
倍
、
一
八
六
四
年
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
（
九
〇
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
六
号
）

出輸物穀のらか港三

．
１
９

肋肋
３

．
ｍ

１
ｂＥ

９
，ｒｅｂＳｇ

■
１
１
・

ｎ
“
０

Ｋ表６第

量均平年の年
４
３

１
８

～
２
９

１
８

ｔＳａＬ０００７１

ｔＳａＬ００００２

ｔＳａＬＯ００７

　
）

　
均

量
岬

璃

年
８
０

の
１

年
７
一

０
２
７
９

１
８
虹～

セ

７
６
．
１
９

１
７
舳

　
肪

　
（

ｔＳａＬＯＯＯ０１

ｔＳａＬ０００６１
止
Ｌ
一ＳａＬＯ００７

ｇｒｅｂＳｇ
１ｎ

“
Ｏ

Ｋ

ｇ

■
１
１
－

ＺｎａＤ

ｇｎｈ団

ｔＳａＬ０００４４ｔＳａＬ０００３３計合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
（
九
一
〇
）

　
　
　
　
　
　
（
１
１
）

四
倍
に
上
昇
し
た
。
Ｇ
・
イ
プ
セ
ソ
は
「
プ
ロ
ィ
セ
ソ
の
農
民
解
放
は
、
本
質
的
に
は
国
家
の
ひ
き
起
し

　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

た
土
地
開
拓
で
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。

　
土
地
不
足
か
ら
多
量
の
労
働
支
出
を
必
要
と
す
る
土
地
開
拓
の
努
力
が
続
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
馬
鈴

薯
が
農
村
の
主
食
と
な
っ
て
い
っ
た
。
Ｆ
・
Ｗ
・
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
は
、
プ
肩
イ
セ
ソ
州
の
ぱ
あ
い
に
つ
い

て
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
州
の
人
口
は
一
八
一
九
年
の
一
六
三
万
人
か
ら
一
八
四
三
年
の
二
四

〇
万
人
へ
と
、
七
七
万
人
の
増
加
を
み
た
。
こ
の
増
大
を
賄
う
た
め
に
は
、
極
め
て
控
え
目
に
一
人
当
り

年
四
シ
ェ
ッ
フ
ェ
ル
の
バ
ソ
穀
物
が
必
要
で
あ
る
と
見
積
っ
て
も
、
年
六
六
、
○
○
○
ラ
ス
ト
（
－
塾
）

の
増
収
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
増
収
は
二
四
年
問
に
こ
の
半
分
に
も
達
し
て
い
な
い
。
加
え
て
、
第

　
（
１
３
）

６
表
の
示
す
よ
う
に
、
穀
物
の
輸
出
は
世
紀
の
初
頭
と
比
較
し
て
年
一
一
、
○
○
○
ラ
ス
ト
〔
１
１
一
〇
〇

万
人
分
〕
も
増
大
し
て
い
る
た
め
に
、
こ
の
州
で
は
全
農
村
人
口
の
三
分
の
一
が
パ
ソ
を
断
念
し
て
、
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

鈴
薯
の
み
で
生
活
し
て
い
る
、
と
。
東
ニ
ル
ベ
地
域
の
農
民
村
落
で
は
、
土
地
不
足
に
対
処
す
る
た
め
、

一
八
二
二
年
以
降
改
良
三
圃
制
に
移
行
し
て
、
休
閑
地
に
根
菜
作
物
〔
馬
鈴
薯
と
か
ぶ
ら
〕
が
導
入
さ
れ
た
。

「
根
菜
作
物
は
、
穀
物
栽
培
よ
り
も
数
倍
の
労
力
を
消
耗
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
単

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

位
面
積
当
り
二
倍
、
栄
養
価
で
三
倍
を
作
り
出
し
た
」
。
こ
う
し
て
馬
鈴
薯
が
主
食
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
東
エ
ル
ベ
地
域
で
は
、
農
民
村
落
に
お
い
て
増
大
し
た
下
層
農
が
都
市
へ
流
出
す
る
こ
と

は
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
東
部
諸
州
の
都
市
で
は
一
八
四
八
年
ま
で
ツ
ソ
フ
ト
制
度
と
移
住
に
よ
る
人
口
増
大
の
制
限
が
残
存
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

て
い
た
の
と
、
農
村
に
お
げ
る
土
地
開
拓
が
移
動
を
阻
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
都
市
の
発
達
の
も
っ
と
も
遅
れ
て
い
た
プ
ロ
イ
セ
ソ
州



に
お
い
て
は
、
都
市
人
口
に
比
し
て
農
村
人
口
の
増
加
率
が
圧
倒
的
で
あ
っ
た
。
一
八
一
九
年
と
一
八
四
三
年
の
間
に
、
都
市
人
口

の
増
加
率
が
二
七
％
、
年
平
均
一
・
一
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
農
村
人
口
は
五
三
％
お
よ
び
二
・
三
劣
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

都
市
の
住
民
も
ま
た
農
業
に
よ
っ
て
生
活
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
東
エ
ル
ベ
地
域
で
は
、
　
「
農
民
解
放
」
に
よ
る
土
地
割
譲
と
結
婚
の
自
由
に
ー
よ
っ
て
、
農
民
村
落
の
ア
イ
ゲ
ソ

ヶ
ー
ト
ナ
ー
を
中
心
に
、
恒
常
的
な
困
窮
状
態
が
醸
し
出
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
一
八
四
四
ぞ
一
八
四
六
年
の
三
年
問
の
凶
作
に
よ

っ
て
頂
点
に
達
し
た
「
大
衆
貧
窮
」
の
原
因
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
の
特
徴
は
、
貧
窮
が
下
層
農
の
、
と
く
に
都
市
へ
の
移
動
を
伴
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
）

わ
な
か
っ
た
点
に
求
め
ら
れ
る
。

　
他
方
、
一
八
世
紀
に
す
で
に
農
民
が
封
建
領
主
や
村
落
共
同
体
の
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
始
め
て
い
た
西
ニ
ル
ベ
地
域
で
は
、
ナ
ポ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
９
）

レ
オ
ソ
の
支
配
の
も
と
で
「
農
民
解
放
」
が
遂
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
下
層
農
を
中
心
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
マ
ィ
ソ
デ

人
口
の
増
大
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
テ
ク
レ
ソ
ブ
ル
ク
郡
（
琴
¢
オ
宗
茎
彗
巨
お
）
の
四
つ
の
市
町
村
で
は
、
一
八
一
五
年
か
ら
一
八

二
八
年
の
間
に
ホ
イ
ァ
ー
リ
ソ
グ
（
豪
亮
ま
お
）
に
賃
貸
し
さ
れ
た
小
作
地
の
数
が
八
○
劣
も
増
加
し
た
。
こ
れ
ら
は
零
細
地
片
で

あ
っ
て
、
全
農
地
の
六
劣
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
土
地
か
ら
の
純
収
益
が
小
作
料
以
下
で
あ
っ
た
た
め
、

か
れ
ら
は
旦
雇
い
で
得
た
収
入
か
ら
小
作
料
を
補
填
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ラ
ー
フ
ェ
ソ
ス
ベ
ル
ク
の
ゼ
ソ
ネ
（
乙
っ
雪
篶
）

で
は
、
一
八
五
三
年
に
人
口
の
八
Ｏ
％
以
上
が
小
屋
住
農
（
嚢
箒
『
）
や
零
細
世
襲
小
作
農
（
奈
一
昆
卑
吾
叫
ｏ
茅
Ｈ
）
や
ホ
イ
ア
ー
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
）

ソ
ゲ
か
ら
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
以
前
の
リ
ヅ
ペ
ー
デ
ッ
ト
モ
ル
ト
公
国
（
雲
邑
彗
巨
昌
巨
暮
ｏ
Ｉ
一
Ｕ
¢
巨
◎
５
に
お
い
て
は
、
土
地

を
持
た
な
い
ア
イ
ソ
リ
ー
ガ
ー
の
数
が
、
一
七
八
九
年
の
三
、
五
〇
〇
人
か
ら
一
八
四
八
年
に
は
八
、
○
Ｏ
○
人
へ
と
、
一
二
八
％

　
　
　
　
　
（
２
１
）

の
増
大
を
み
た
。
こ
う
し
た
事
例
か
ら
下
層
農
の
著
し
い
膨
張
が
明
白
で
あ
る
。

　
　
　
三
月
前
期
の
プ
ロ
イ
セ
ソ
に
お
げ
る
「
杜
会
問
題
」
ｏ
（
川
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
（
九
一
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
（
九
二
一
）

　
西
エ
ル
ベ
地
域
で
発
生
し
た
農
村
過
剰
人
口
は
脱
出
口
を
三
つ
の
方
向
に
求
め
た
。
０
Ｄ
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
海
外
移
住
、
の
乞
食
と
し

て
の
近
辺
の
放
浪
、
ゆ
鉄
道
建
設
の
人
夫
、
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
渡
航
費
と
入
植
費
を
持
つ
者
は
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
移
住
に
脱
出
口
を
求
め
た
。
一
八
一
八
年
二
月
に
ア
ル
ソ
ス
ベ
ル
ク
県
庁

は
ミ
ュ
ソ
ス
タ
ー
の
州
長
官
へ
の
報
告
に
お
い
て
っ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
「
両
ヴ
ィ
ト
ゲ
ソ
シ
ュ
タ
ィ
ソ
伯
領
に
お
い
て
生

じ
た
、
ア
メ
リ
ヵ
へ
移
住
す
る
と
い
う
病
的
欲
望
は
、
わ
れ
わ
れ
の
と
く
に
注
目
を
惹
く
流
行
病
で
あ
る
。
最
近
、
七
一
名
の
家
族

を
連
れ
た
一
四
名
の
家
長
と
、
二
四
名
の
者
が
、
す
な
わ
ち
合
計
一
〇
九
名
が
、
移
住
の
た
め
の
届
げ
出
を
し
て
お
り
、
許
可
を
待

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
の
持
っ
て
い
く
財
産
は
、
ベ
ル
リ
ソ
通
貨
の
七
、
五
六
一
タ
ー
ラ
ー
以
上
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
他

に
ま
だ
非
常
に
多
く
の
者
が
、
こ
の
運
命
に
追
随
す
る
意
志
を
持
っ
て
い
る
。
…
…
こ
の
地
方
に
お
い
て
は
、
以
前
に
ア
メ
リ
ヵ
に

移
住
し
た
者
か
ら
、
ヨ
リ
良
い
状
態
を
約
束
す
る
招
待
が
届
い
て
い
る
げ
れ
ど
も
、
こ
の
こ
と
が
で
は
な
く
て
、
窮
乏
や
甚
だ
し
い

景
気
の
沈
滞
が
生
じ
た
こ
と
が
、
海
外
へ
の
移
住
が
始
ま
っ
た
真
の
原
因
と
み
な
さ
れ
、
か
っ
郡
庁
に
ょ
っ
て
は
っ
き
り
と
言
明
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
２
）

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

　
し
か
し
、
’
多
く
の
者
は
無
産
者
、
乞
食
、
放
浪
者
と
し
て
農
村
か
ら
農
村
へ
、
農
村
か
ら
都
市
へ
と
移
動
し
て
い
っ
た
。
一
八
四

七
年
に
『
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
蒸
気
船
（
ミ
置
｛
岬
豪
争
胃
Ｕ
竃
貝
げ
◎
９
）
』
に
掲
載
さ
れ
た
ヘ
ル
フ
ォ
ー
ト
地
区
（
雰
ま
＆
９
０
¢
巨
３

に
っ
い
て
の
報
告
に
よ
れ
ば
っ
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。
　
「
農
村
に
お
い
て
発
生
し
た
大
量
の
貧
民
と
乞
食
が
、
都
市
の
住
民
に
、
生
き

て
い
く
の
に
ギ
リ
ギ
リ
必
要
な
も
の
を
物
乞
い
し
て
廻
る
た
め
に
、
都
市
へ
流
入
し
て
い
る
。
わ
た
く
し
は
こ
の
年
に
お
げ
る
よ
り

も
多
く
の
乞
食
を
見
た
こ
と
は
な
い
。
一
軒
の
家
に
、
同
じ
目
の
午
前
中
に
、
っ
ぎ
っ
ぎ
と
訪
れ
た
物
乞
い
を
す
る
男
、
女
、
子
供

の
数
は
二
五
〇
名
に
の
ぽ
っ
た
。
乞
食
法
（
雰
幕
冨
。
・
ｏ
ｓ
を
も
っ
て
し
て
は
、
か
か
る
窮
乏
に
対
し
て
、
も
は
や
何
も
た
す
こ
と



が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
都
市
は
、
実
際
に
１
、
大
量
の
乞
食
を
監
獄
に
お
い
て
養
う
た
め
の
負
担
を
引
き
受
げ
る
こ
と
は
で
き
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
３
）

い
で
あ
ろ
う
。
・
…
：
貧
困
は
、
そ
の
結
果
、
も
っ
ぱ
ら
都
市
と
農
村
の
富
裕
な
住
民
の
慈
善
行
為
に
頼
っ
て
い
る
」
と
。

　
こ
れ
ら
の
う
ち
で
、
労
働
意
欲
の
あ
る
者
は
鉄
道
建
設
へ
と
流
れ
て
い
っ
た
。
こ
こ
で
の
仕
事
は
苦
し
く
、
賃
金
が
低
廉
で
あ
っ

た
た
め
、
し
ば
し
ぼ
暴
動
が
起
っ
た
の
で
あ
る
が
、
解
雇
し
た
者
の
代
り
に
、
新
規
採
用
を
す
る
こ
と
は
極
め
て
容
易
で
あ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。
　
「
ま
っ
た
く
飢
え
て
し
ま
う
よ
り
、
一
・
五
銀
グ
ロ
ッ
シ
ェ
ソ
で
働
く
こ
と
を
好
む
者
」
が
多
数
存
在
し
た
か
ら

　
　
（
２
４
）

で
あ
る
。
な
お
、
農
村
過
剰
人
口
は
工
場
に
吸
収
さ
れ
た
ぼ
あ
い
に
は
、
鉄
道
建
設
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
不
熟
練
労
働
者
の
基
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
５
）

部
分
を
彩
成
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
以
上
、
「
農
民
解
放
」
に
よ
り
、
東
エ
ル
ベ
地
域
で
は
、
土
地
割
譲
と
結
婚
の
自
由
と
に
よ
っ
て
、
農
民
村
落
に
お
い
て
、
恒
常

的
な
貧
窮
状
態
に
陥
っ
た
下
層
農
が
多
数
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
西
エ
ル
ベ
地
域
で
は
、
増
大
し
た
下
層
農
は
、
過
剰
人
口

と
し
て
海
外
に
移
住
し
た
り
、
乞
食
と
し
て
、
ま
た
は
仕
事
を
求
め
て
近
辺
を
移
動
し
た
。
そ
し
て
、
両
地
域
は
と
も
に
、
一
八
四

〇
年
代
の
凶
作
時
に
「
大
衆
貧
窮
」
の
頂
点
に
達
し
た
。
こ
の
「
農
民
解
放
」
に
よ
る
農
村
下
層
農
の
増
大
と
貧
窮
化
が
、
三
月

前
期
の
「
大
衆
貧
窮
一
の
主
要
局
面
で
あ
る
解
放
危
機
の
核
心
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。

（
１
）
　
９
与
ｏ
ｏ
雪
一
Ｐ
凹
．
○
二
〇
。
賢
．

（
２
）
　
向
区
二
し
○
胃
山
婁
中
島
茂
樹
「
ド
イ
ツ
市
民
革
命
期
に
お
げ
る
『
営
業
の
自
由
』
」
（
一
）
、
『
法
政
論
集
』
、
六
三
号
、
一
九
七
五
年
、

　
　
一
四
九
べ
－
ジ
。
「
一
〇
月
勅
令
」
の
全
文
に
つ
い
て
は
、
く
。
ｑ
一
．
０
０
與
８
邑
昌
囚
｛
胃
曽
『
ａ
¢
穴
旨
包
一
争
９
軍
¢
昌
げ
｝
０
目
０
０
訂
黒
雪

　
¢
易
Ｏ
ま
竃
Ｏ
目
○
霧
の
旨
；
｛
く
¢
８
己
昌
焉
雪
（
以
下
○
霧
Ｏ
訂
－
Ｃ
っ
”
昌
昌
巨
轟
と
略
す
）
ぐ
旨
一
。
・
富
げ
げ
昌
昌
Ｎ
ド
○
巨
◎
げ
Ｏ
『
Ｈ
Ｏ
・
Ｈ
ｇ

　
Ｈ
。
。
竃
一
－
；
甫
　
邦
訳
で
は
、
田
山
輝
明
「
『
営
業
の
自
由
』
○
署
胃
訂
｛
曇
｝
曇
け
の
立
法
史
的
考
察
　
　
『
一
〇
月
勅
令
』
と
改
革
立
法

　
を
め
ぐ
っ
て
１
」
？
高
柳
信
一
、
藤
田
勇
編
『
資
本
主
義
法
の
形
成
と
展
開
１
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
二
年
、
三
三
八
－
三
四
一

　
．
三
月
前
期
の
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
げ
る
「
杜
会
問
題
」
ｏ
（
川
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
（
九
二
二
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
六
号
）

四
六
（
九
一
四
）

べ
ー
ジ
、
を
参
照
せ
よ
。

　
た
お
、
　
「
農
民
解
放
」
以
前
に
お
げ
る
プ
ロ
イ
セ
ソ
東
部
の
グ
ー
ツ
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
は
、
一
五
～
一
六
世
紀
の
「
封
建
的
危
機
」
の
後

に
彩
成
さ
れ
、
西
エ
ル
ベ
地
域
の
グ
ル
ソ
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
と
は
異
っ
た
展
開
を
遂
げ
た
。
こ
の
「
東
部
と
西
部
の
発
展
の
分
岐
」
の
も

っ
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
く
県
甲
内
易
彗
訂
品
一
～
．
Ｐ
Ｏ
．
一
・
。
甲
８
．
邦
訳
、
一
一
二
～
一
二
ニ
ペ
ー
ジ
、
お
よ
び
く
ｏ
ｑ
－
．
葭
．
－
Ｐ

ミ
ｏ
巨
ｏ
■
Ｕ
轟
ｏ
ｇ
誌
ｏ
亭
穴
～
｝
ｏ
・
¢
員
９
ｏ
戸
竃
．

　
ま
た
、
プ
ロ
イ
セ
ソ
の
「
農
民
解
放
」
は
軍
制
の
変
革
と
結
び
付
い
て
い
た
。
　
「
農
民
解
放
」
ま
で
の
、
プ
ロ
イ
セ
ソ
の
軍
隊
の
補
充

は
、
農
村
の
過
剰
人
口
に
依
存
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
都
市
も
農
民
や
か
れ
の
相
続
者
も
、
徴
兵
義
務
か
ら
免
除
さ
れ
て
い
て
、
農
民

の
二
、
三
男
が
力
の
衰
え
る
ま
で
軍
務
に
服
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
グ
ー
ツ
ヘ
ル
の
僕
蝉
奉
仕
の
権
利
も
、
国
家
の
こ
の
要
求

に
譲
歩
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
た
か
っ
た
。
ホ
ー
ニ
ソ
ツ
ォ
レ
ル
ソ
家
に
よ
る
農
民
保
護
の
意
義
は
、
軍
隊
を
完
全
に
維
持
し
、
戦
時
に
お
け

る
損
失
を
補
充
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
９
Ｈ
湯
Ｏ
貝
～
・
中
Ｏ
二
〇
０
９
）
。

　
「
農
民
解
放
」
は
防
衛
制
度
の
変
革
で
結
着
し
た
。
フ
ォ
ム
・
シ
ュ
タ
イ
ソ
の
「
農
民
解
放
」
に
１
よ
る
自
由
人
の
創
出
の
考
え
と
、
「
国

家
の
す
べ
て
の
住
民
は
生
ま
れ
た
が
ら
に
し
て
国
家
の
防
衛
者
で
あ
る
」
と
の
シ
ャ
ル
ソ
ホ
ル
ス
ト
（
０
っ
９
胃
事
◎
曇
）
の
言
葉
と
が
結

合
し
て
、
一
八
〇
七
年
の
「
一
〇
月
勅
令
」
か
ら
一
八
一
四
年
の
ボ
イ
ニ
ソ
の
防
衛
法
（
ミ
｝
お
易
Ｏ
Ｓ
雰
這
易
く
冒
Ｈ
・
。
崖
）
へ
と
進

展
し
た
の
で
あ
る
（
塁
♀
・
。
閉
・
◎
）
。
こ
の
結
果
、
す
べ
て
の
者
が
三
年
問
の
一
般
的
防
衛
義
務
に
服
ナ
る
こ
と
に
た
っ
た
（
向
巨
・
一
〇
。
胃
）
。

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
１
０
）

（
ｕ
）

Ｏ
．
　
Ｈ
ｏ
ｏ
ｏ
¢
目
一
　
～
．
中
　
Ｏ
．
．

〇
一
　
Ｈ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
目
－
　
凹
一
四
．
　
Ｏ
．
、

甲
内
易
竃
亭
お
一
｝
．
～
．

○
．
　
Ｈ
ｏ
ｏ
ｏ
¢
自
－
　
串
　
四
．
　
Ｏ
．
．

『
事
一
〇
つ
ｏ
｝
邑
Ｕ
胃
戸
中

Ｏ
．
　
Ｈ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
Ｐ
　
～
．
四
．
　
Ｏ
．
｝

｝
．
奉
一
Ｃ
つ
Ｏ
｝
■
げ
胃
“
串

○
．
与
易
¢
ｐ
甲
與
．
○
．
一

向
ず
ｐ
一
ｃ
ｏ
竃
ｌ
ｏ
ｏ
８
．
な
お
、

Ｏ
Ｏ
ｍ
Ｏ
。
山
８
．
ま
た
、
く
０
ｑ
－
．
甲
１
¢
．
オ
Ｏ
巨
亀
一

〇
０
０
◎
１
０
◎
０
Ｈ
一

〇
二
農
・
邦
訳
、
三
九
ぺ
ー
ジ
。

・
。
竃
・
な
お
、
第
２
表
を
参
照
せ
よ
。

～
．
○
二
轟
９

０
０
胃
一
〇
〇
竃
．

苧
○
二
轟
甲
畠
０
．

ｏ
ｏ
お
．

く
ｏ
ｑ
－
．
向
巨
二
ｃ
．
ｓ
山
お
．

Ｕ
碧
ｏ
¢
ｇ
ｏ
ｏ
ｏ
｝
ｏ

穴
巴
乙
・
ｏ
冒
９
ｏ
戸
轟
．



（
１
２
）

（
１
３
）

（
１
４
）

（
１
５
）

（
１
６
）

（
１
７
）

へ
１
８
ソ

（
１
９
）

（
２
０
）

（
２
１
） 　

向
げ
ｑ
二
〇
〇
竃
一
〇
〇
ｓ
．

　
｝
．
ミ
．
Ｏ
ｏ
ｏ
巨
げ
實
戸
～
．
凹
．
Ｏ
．
一
Ｎ
・
。
べ
よ
り
作
成
。

　
目
巨
二
畠
甲
８
ｏ
。
・
た
お
、
Ｇ
・
イ
プ
セ
ソ
は
、
一
七
九
八
年
に
、
東
プ
ロ
イ
セ
ソ
州
議
会
に
お
い
て
初
め
て
経
済
的
自
由
が
要
求
さ

れ
た
が
、
そ
の
考
え
方
と
作
用
が
、
プ
ロ
ィ
セ
ソ
の
穀
物
輸
出
に
よ
る
経
済
的
利
益
と
一
致
し
、
そ
の
結
果
、
　
「
イ
ギ
リ
ス
の
工
業
は
プ

ロ
イ
セ
ソ
に
最
高
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
出
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
○
・
Ｈ
湯
０
Ｐ
甲
Ｐ
・
○
二
〇
。
蜆
・
。
．
な
お
、
く
０
ｑ
一
・
向
竃
・
一
。
。
竃
）
。

　
○
．
Ｈ
湯
ｏ
ｐ
與
．
中
○
二
〇
〇
８
．

　
塁
ｑ
二
〇
。
声
な
お
、
藤
瀬
浩
司
『
近
代
ド
イ
ツ
農
業
の
形
成
』
、
四
二
五
～
四
二
六
、
四
三
五
～
四
三
六
ぺ
ー
ジ
を
参
照
せ
よ
。

　
句
．
ミ
．
ｃ
．
ｇ
亭
胃
戸
～
．
～
．
○
二
Ｎ
０
．
Ｈ
－
８
閉
．
プ
ロ
ィ
セ
ソ
州
で
は
、
一
九
世
紀
に
１
入
っ
て
も
新
た
な
都
市
は
彩
成
さ
れ
ず
、
一
五
、

○
○
○
人
以
上
の
都
市
も
三
を
数
え
た
の
み
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
シ
ュ
レ
ー
ジ
ェ
ソ
、
ザ
ク
セ
ソ
、
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
、
ラ
イ
ソ

の
四
州
で
は
、
一
八
二
一
年
以
来
四
四
の
都
市
が
新
設
さ
れ
た
（
向
巨
二
畠
り
）
。

　
考
・
穴
警
昌
彗
Ｐ
ヨ
¢
ｑ
彗
誌
Ｏ
プ
Ｏ
雰
ま
寿
胃
；
寧
・
。
蜆
・
宇
易
・
・
Ｈ
己
易
巨
～
豪
一
〇
；
お
・
Ｈ
Ｈ
ト
た
お
、
東
ユ
ル
ベ
地
域
に
、
過
剰
人

口
が
発
生
す
る
の
は
一
八
六
〇
年
代
の
こ
と
で
あ
り
、
一
八
七
〇
～
一
八
八
○
年
代
に
は
ド
ィ
ツ
最
高
の
海
外
移
住
率
を
示
す
と
同
時
に
、

ベ
ル
リ
ソ
を
中
心
と
す
る
東
エ
ル
ベ
地
域
の
諸
都
市
へ
の
移
住
が
開
始
さ
れ
、
一
八
九
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
の
フ
ロ
ソ
テ
ィ
ア
の
消
減
を

契
機
と
し
て
海
外
移
住
が
東
西
移
動
に
転
化
し
、
　
ル
ー
ル
地
方
の
工
業
都
市
へ
の
流
出
が
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
（
ミ
．
穴
警
８
彗
ｐ

９
¢
ｑ
窒
薄
ぎ
雰
＜
９
ぎ
；
目
。
・
一
・
。
・
。
－
き
．
３
易
二
Ｈ
己
易
け
Ｈ
邑
邑
胃
§
撃
Ｈ
旨
）
。

　
ラ
イ
ソ
州
の
「
農
民
解
放
」
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
著
、
一
四
～
三
七
、
三
九
七
ぺ
ー
ジ
以
下
を
参
照
せ
よ
。
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ

州
に
つ
い
て
は
、
く
胴
－
．
軍
－
＆
ユ
９
－
葦
囚
９
Ｕ
¢
岸
汀
Ｏ
ぎ
０
０
富
邑
－
昌
｛
ミ
ま
。
っ
Ｏ
ぎ
穿
０
ｑ
霧
Ｏ
巨
Ｏ
罧
９
里
目
け
げ
胃
巨
－
Ｏ
ぎ
雰
き
Ｐ

ｏ
ｇ
饒
轟
彗
一
｝
９
ま
亭
ｏ
お
Ｈ
竃
ド
ｏ
◎
胃
．

　
≠
穴
警
昌
彗
Ｐ
内
訂
巨
彗
Ｐ
■
己
考
窃
豪
一
竃
一
曽
０
．
な
お
、
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ア
ー
レ
ソ
の
ホ
イ
ア
ー
リ
ソ
グ
制
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

藤
田
幸
一
郎
「
西
ド
イ
ツ
農
村
に
お
け
る
『
杜
会
間
題
』
の
展
開
」
、
『
商
学
論
集
』
、
四
六
巻
二
号
、
　
一
九
七
七
年
、
一
〇
六
ぺ
ー
ジ
、

を
参
照
せ
よ
。

　
ミ
．
句
オ
ｏ
訂
■
ｏ
ｏ
ｇ
邑
¢
ｑ
ｇ
¢
易
ｏ
巨
ｏ
軍
竃
一
違
岬
．
　
但
し
、
ミ
ュ
ソ
ス
タ
ー
近
辺
の
大
農
地
帯
で
は
一
般
的
に
農
民
は
一
人
の
子
供
の

み
を
も
っ
べ
き
で
あ
る
と
の
教
訓
が
守
ら
れ
、
出
生
率
が
低
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
ミ
．
穴
ｏ
－
昌
彗
ｐ
射
ぎ
昌
５
箏
｛
■
己
ミ
霧
け
－

三
月
前
期
の
プ
ロ
ィ
セ
ン
に
お
げ
る
「
杜
会
問
題
」
ｏ
（
川
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
（
九
一
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
（
九
ニ
ハ
）

　
　
　
　
壁
ｏ
員
曽
べ
）
。
た
お
、
ラ
イ
ソ
州
と
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
州
に
お
い
て
は
、
一
八
世
紀
末
に
馬
鈴
薯
が
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
た
り
、
下

　
　
　
　
層
民
の
主
食
と
な
っ
て
い
っ
た
（
前
掲
拙
著
、
一
七
ぺ
ー
ジ
、
藤
田
幸
一
郎
、
前
掲
論
文
、
一
一
五
ぺ
－
ジ
）
。

　
　
（
２
２
）
　
事
．
穴
９
－
昌
～
箏
Ｐ
一
Ｕ
庁
｛
¢
自
房
ｏ
プ
¢
団
ｏ
＜
ひ
一
斤
９
目
箏
讐
ｃ
ｏ
蜆
・
　
な
お
、
く
ぴ
ｑ
－
・
～
ヨ
亭
ｏ
Ｈ
昌
び
ｏ
－
旨
岸
９
く
ｏ
寿
■
目
ｐ
ｃ
ｏ
試
９
一
奉
霧
一
厨
庁
目
｛
昌

　
　
　
　
く
◎
ｈ
目
岬
昌
昌
｛
ぎ
ｑ
實
雰
＜
◎
巨
一
旨
畠
ト
Ｏ
。
＼
お
一
宛
轟
¢
易
ざ
お
一
　
睾
ま
９
雪
お
津
冨
甲
Ｈ
睾
　
　
ミ
ら
ぎ
ぎ
■
Ｏ
Ｏ
◎
Ｎ
邑
¢
ｑ
巨
Ｏ
Ｈ
－

　
　
　
　
乙
。
Ｏ
巨
Ｏ
巨
９
一
違
・
◎
・
藤
田
幸
一
郎
、
前
掲
論
文
、
一
三
〇
～
一
三
一
ぺ
－
ジ
。
な
お
、
プ
ロ
イ
セ
ソ
西
部
か
ら
の
海
外
移
住
は
、
工
業
が

　
　
　
　
支
配
的
で
人
口
凋
密
た
地
域
で
少
た
く
、
農
業
が
支
配
的
で
人
口
稀
薄
た
地
域
に
お
い
て
多
か
っ
た
。
一
八
四
四
～
一
八
四
五
年
の
海
外

　
　
　
　
移
住
者
は
、
前
者
に
属
す
る
ア
ー
ヘ
ソ
地
域
で
は
人
口
の
○
・
五
一
％
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
地
域
で
は
○
・
二
一
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た

　
　
　
　
の
に
対
し
、
後
者
に
属
す
る
ミ
ュ
ソ
ス
タ
ー
で
は
二
・
九
六
％
、
ト
リ
ァ
ー
で
は
二
・
一
四
劣
、
コ
ブ
レ
ソ
ツ
で
三
・
〇
五
劣
に
の
ぽ
っ

　
　
　
　
て
い
る
（
卑
｝
｝
巨
¢
げ
§
目
早
ｐ
．
串
◎
．
一
崖
◎
Ｉ
Ｈ
昌
）
。

　
　
（
２
３
）
　
事
．
乙
ｏ
ｏ
巨
岸
９
中
四
．
Ｏ
．
一
Ｈ
Ｓ
．
オ
．
穴
昌
昌
竃
Ｐ
射
亭
巨
彗
｛
■
己
ミ
霧
豪
一
彗
一
曽
・
。
．
な
お
、
『
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
蒸
気
船
』

　
　
　
　
は
、
真
正
杜
会
主
義
グ
ル
ー
プ
を
母
胎
と
し
て
、
一
八
四
五
年
初
め
か
ら
」
八
四
八
年
三
月
ま
で
、
月
刊
誌
と
し
て
発
行
さ
れ
た
（
良
知

　
　
　
　
カ
編
、
前
掲
資
料
、
一
七
四
べ
－
ジ
、
を
参
照
せ
よ
。
た
お
、
最
近
翻
刻
版
が
出
版
さ
れ
た
。
ｏ
轟
事
ｇ
号
裏
茅
ｏ
ざ
星
冒
貝
げ
◎
◎
“
里
箏

　
　
　
　
峯
・
箏
叫
蓼
・
ま
芦
雰
鳥
一
胃
一
く
昌
○
．
呈
邑
曇
卸
Ｈ
』
（
匝
一
〇
一
筆
量
畠
宇
５
二
帽
』
－
仁
（
霊
ま
ま
◎
旨
一
。
・
ミ
ー
ト
◎
・
）
一
蜆
墨
ｐ

　
　
　
　
畠
ｓ
）
。

　
　
（
２
４
）
ミ
・
ｏ
っ
ｏ
巨
－
亘
Ｐ
與
・
Ｏ
二
Ｈ
震
・
事
・
穴
警
昌
岩
Ｐ
肉
臣
巨
彗
ｑ
自
己
オ
霧
豪
－
竃
一
胃
ｏ
。
・
藤
田
幸
一
郎
、
前
掲
論
文
、
二
三
～
一

　
　
　
　
三
ニ
ペ
ー
ジ
。

　
　
（
２
５
）
－
．
巾
｛
鳥
９
四
．
中
◎
二
；

　
３
　
「
営
業
の
自
由
」
に
よ
る
手
工
業
者
過
剰
の
発
生

　
一
八
一
五
年
か
ら
、
一
八
四
五
年
の
営
業
令
に
よ
っ
て
法
的
統
一
が
達
成
さ
れ
る
ま
で
、
プ
ロ
ィ
セ
ソ
に
お
い
て
は
三
種
類
の
営

業
法
が
並
存
し
て
い
た
。
ｃ
○
東
エ
ル
ベ
地
域
の
プ
回
イ
セ
ソ
、
ポ
メ
ル
ソ
、
ブ
ラ
ソ
デ
ソ
ブ
ル
ク
、
シ
ュ
レ
ー
ジ
ニ
ソ
の
諸
州
で
は

一
八
一
〇
年
一
一
月
二
目
の
ブ
ロ
イ
セ
ソ
営
業
税
勅
令
（
Ｏ
轟
肩
彗
婁
Ｏ
ぎ
Ｏ
署
竃
訂
。
。
試
ポ
Ｈ
＆
麦
）
に
よ
り
「
営
業
の
自
由
」
が
実



定
法
上
の
承
認
を
与
え
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
都
市
と
農
村
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
人
命
に
危
険
を
及
ぼ
す
部
門
や
特
殊
な
も
の

〔
例
え
ば
薬
剤
師
、
宝
石
商
、
左
官
等
〕
を
除
い
て
、
租
税
政
策
的
見
地
か
ら
営
業
鑑
札
（
○
¢
毒
ま
霧
ｏ
匡
目
）
の
交
付
を
受
げ
れ
ぼ
、
能

力
証
明
な
し
で
営
業
が
可
能
と
な
っ
た
。
つ
い
で
、
一
八
一
一
年
九
月
七
目
の
補
充
法
規
（
宰
豊
冨
彗
暢
胃
置
・
）
に
よ
り
、
警
察
の

監
視
権
が
制
限
さ
れ
、
ツ
ソ
フ
ト
に
所
属
し
な
い
老
も
徒
弟
や
職
人
を
養
成
し
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。
但
し
、
従
来
の
ツ
ソ
フ
ト
は
、

営
業
独
占
権
を
否
定
さ
れ
た
が
、
組
織
自
身
は
廃
止
さ
れ
な
い
で
存
続
を
認
め
ら
れ
た
。
の
ラ
ィ
ッ
州
と
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
州

に
お
い
て
は
、
ラ
イ
ソ
河
左
岸
で
は
一
七
九
四
年
の
フ
ラ
ソ
ス
法
に
よ
り
、
ま
た
ベ
ル
ク
と
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
で
は
一
八
〇
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

年
の
法
律
に
よ
り
、
と
も
に
完
全
な
営
業
の
自
由
が
実
施
さ
れ
た
。
ゆ
ザ
ク
セ
ソ
州
に
お
い
て
は
ツ
ソ
フ
ト
制
度
は
存
続
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
プ
ロ
ィ
セ
ソ
で
は
、
ザ
ク
セ
ソ
州
を
除
い
て
、
能
力
証
明
な
し
で
手
工
業
を
営
み
得
る
権
利
が
与
え
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

こ
の
こ
と
が
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
十
分
な
営
業
能
力
と
財
産
を
有
す
る
者
に
の
み
結
婚
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
、
従
来
の
制
度

で
手

幸
い
る

年
げ

４
３
お

１
８
に

ら
　
ン

か
セ

年
イ
数

１
６
口
者

１
８
プ
業

　
の
工

表７第

計

９
４
２
４
２
１
５
２
５
３

８
６
５
９
３
１
６
７
０
８

２
９
５
２
１
９
１
９
１
２

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

４
８
７
２
７
１
２
９
６
０

０
１
５
０
０
２
７
１
７
２

合

４
４
４
５
５
５
５
６
６
７

１
、

９
９
８
６
４
５
０
５
９
８

し

５
４
６
７
９
６
５
７
８
５

伝

４
１
９
１
５
５
６
８
０
４

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

５
２
１
７
３
７
５
４
０
１

４
４
６
８
８
８
１
４
８
１

手

１
１
１
１
工
１
２
２
２
３

－
方

０
５
４
８
８
６
５
７
６
５

３
１
８
１
３
４
１
９
１
２

８
８
５
１
５
３
５
０
０
８

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

ｏ
ｏ
６
５
Ｆ
ｏ
ｎ
ｏ
４
（
ｏ

．
”
０
ｏ
Ｏ

５
７
９
１
２
３
５
７
９
０

親

２
２
２
３
３
３
３
３
３
４

１
６
９
２
５
８
１
４
７
０
３

年

１
１
２
２
２
３
３
３
４
４

８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

ー
ユ
ー
１
１
１
１
１
ー
ユ

三
月
前
期
の
ブ
ロ
イ
セ
ン
に
お
け
る
「
杜
会
問
題
」
ｏ
（
川
本
）

、
の
廃
止
と
呼
応
し
て
、
都
市
に
お
げ
る
手
工
業
者
の
過
剰
と
貧
窮
化
を
進
行
さ

せ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
西
エ
ル
ベ
地
域
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
手
工
業
者

の
貧
窮
化
に
加
え
て
、
都
市
の
定
住
制
限
の
撤
廃
が
、
近
辺
か
ら
の
人
口
の
流

入
を
呼
び
起
す
こ
と
に
よ
り
、
下
層
民
の
膨
張
と
貧
窮
化
を
さ
ら
に
激
化
さ
せ

た
。
ま
ず
、
前
者
か
ら
検
討
を
始
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
一
八
一
六
年
か
ら
一
八
四
三
年
ま
で
の
プ
ロ
イ
セ
ソ
に
お
げ
る
手
工
業
者
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

の
増
大
を
示
し
た
の
が
第
７
表
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
点
は
、
第
一
に

手
工
業
者
数
の
増
大
に
伴
な
い
親
方
数
も
ま
た
増
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
（
九
一
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
（
九
一
八
）

第
二
に
絶
対
数
に
お
い
て
親
方
数
が
手
伝
い
数
を
凌
駕
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
Ｗ
・
ケ
ル
マ
ソ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

手
工
業
親
方
の
三
分
の
一
以
上
が
職
人
や
徒
弟
を
も
た
な
い
単
独
親
方
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
単
独
親
方
に
っ
い
て
、
Ｂ

・
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ソ
ト
は
、
三
月
前
期
の
ヘ
ッ
セ
ソ
選
帝
侯
領
、
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
郡
の
状
況
を
分
析
し
た
後
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
し

て
い
る
。
　
「
手
工
業
は
、
た
い
て
い
二
人
の
職
人
と
一
人
の
徒
弟
で
も
っ
て
初
め
て
、
若
干
の
蓄
え
と
、
例
え
ど
ん
な
に
僅
か
で
も
、

少
し
ば
か
り
の
裕
福
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
ま
っ
た
く
手
伝
い
な
し
で
働
く
親
方
は
、
実
は
単
に
特
殊
な
旦
雇

い
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
い
重
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
ヨ
リ
恵
ま
れ
た
営
業
に
お
い
て
、
租
税
義
務
の
あ
る
非
常
に
多
数
の
親
方
が
、
す

で
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
し
て
の
姿
を
と
っ
て
お
り
、
例
え
ぽ
一
八
四
四
年
に
一
二
四
人
の
租
税
義
務
の
あ
る
親
方
が
、
営
業
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

を
免
除
さ
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
不
思
議
で
は
な
い
」
と
。

　
こ
の
よ
う
に
「
営
業
の
自
由
」
は
、
単
独
親
方
を
増
加
さ
せ
る
と
と
も
に
、
手
工
業
者
の
貧
窮
化
を
推
し
進
め
た
の
で
あ
っ
た
。

一
八
三
〇
年
に
ベ
ル
リ
ソ
の
指
物
師
一
、
〇
六
一
名
の
う
ち
、
営
業
税
を
支
払
う
だ
げ
の
所
得
の
あ
っ
た
者
は
、
僅
か
三
二
一
名
の

み
で
あ
り
、
一
八
四
〇
年
に
も
一
、
五
九
〇
人
の
う
ち
五
二
〇
人
で
あ
っ
て
、
ほ
ぽ
三
分
の
一
の
み
で
あ
っ
た
。
残
り
の
三
分
の
二

は
、
営
業
税
の
免
除
を
受
げ
た
け
れ
ば
た
ら
な
い
ほ
ど
の
貧
窮
状
態
に
陥
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
八
四
〇
年
代
に
入
る

と
貧
窮
化
は
ま
す
ま
す
進
行
し
て
、
一
八
四
一
年
に
は
ベ
ル
リ
ソ
の
手
工
業
者
の
七
五
・
五
劣
が
、
ま
た
一
八
四
九
年
に
は
実
に
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

三
・
一
％
が
租
税
免
除
と
な
っ
て
い
た
。
ま
さ
し
く
、
Ｇ
・
シ
ュ
モ
ラ
ー
の
い
う
よ
う
に
、
「
営
業
の
自
由
は
零
細
な
手
工
業
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

し
て
、
い
か
な
る
救
を
も
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
」
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
う
し
た
手
工
業
者
が
工
場
労
働
者
に
転
じ
た
ば
あ
い
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

通
常
熟
練
労
働
者
の
一
部
を
形
成
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
後
に
考
察
す
る
、
三
月
前
期
に
お
げ
る
中
間
層
政
策
の
主
要
対

象
と
な
っ
た
の
は
こ
の
層
で
あ
っ
た
。



と
こ
ろ
で
、
西
一
ル
ベ
地
域
で
は
、
手
工
業
者
の
貧
窮
化
と
と
乏
、
都
市
に
お
け
る
定
住
の
自
由
が
・
後
に
考
察
す
る
移
動
の

自
由
一
句
、
。
、
、
饒
・
、
、
・
、
斤
、
、
け
一
と
呼
応
し
て
、
農
村
か
ら
近
辺
都
市
一
の
合
移
動
を
呼
び
起
し
、
こ
れ
が
都
市
の
下
層
民
の
膨
脹
と
貧
窮

化
を
さ
ら
に
推
し
進
め
た
。
そ
の
典
型
的
な
例
が
繊
維
工
業
の
一
中
心
都
市
バ
ル
メ
ソ
の
ぼ
あ
い
で
あ
る
。

バ
ル
メ
ン
で
は
、
一
八
二
一
年
に
す
で
旨
雇
い
、
掃
人
手
工
業
者
、
召
使
い
が
全
職
業
従
事
者
の
五
六
二
孝
こ
の
外
に
下

僕
と
徒
弟
を
算
入
す
る
な
ら
ば
、
下
層
民
の
比
率
が
六
四
・
七
乏
蓋
し
て
い
皇
と
こ
ろ
が
・
一
九
世
紀
に
入
一
て
繊
維
工
業
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

展
開
が
周
辺
よ
り
の
合
の
流
入
を
惹
き
起
し
、
一
八
三
五
年
に
は
市
参
事
会
が
プ
一
イ
セ
ソ
人
以
外
の
者
の
流
入
を
制
限
す
る
に

至
つ
て
い
る
与
な
わ
ち
、
中
世
に
お
げ
る
定
住
法
一
；
菱
馨
｛
…
・
一
暮
三
の
目
的
の
；
は
・
営
業
活
動
を
行
な

のでま年
０
５

１
９

吃
カ年

４
９

１
７表８第

口人のンメレノ

“
、

ノ

瀦

６
３
８
６
０
３
８
１

入
率

流
加

４
６
３
９
２
８
肌
航
皿
皿
几

】
数老入

二
鶯
驚
鴛
醐

，

，

，

，

１
↓
■
Ｌ
０

，

，

流

４
９
４
４
５

１

１瀦

’
８
９
１
９
８
２
０
７
０
８

均
率

平
加

ｕ
２
３
１
７
２
１
皿
肌
況
肌
肌
肌

１
数口カ

鴛
鵬
鵬
狐
篇

増

Ｌ
以
ｚ
岨
ユ
＆
飢
肌
犯
肌

１
口

膿
期
鵬
鴉
欄

人

３
，
岨
凪
批
附
仏
凧
岨
附
弧

１
上
１
■
一
■
■

．
年

鵬
撚
醐
蝸
ｍ
蝸
鵬

三
月
前
期
の
プ
ロ
ィ
セ
ン
に
お
げ
る
「
杜
会
問
題
」
ｏ
（
川
本
）

う
前
提
と
し
て
、
財
産
を
所
有
し
、
か
っ
品
行
が
方
正
で
あ
る
ぼ
あ
い
に
の
み
許

可
さ
れ
る
、
市
民
権
を
獲
得
す
る
こ
と
を
義
務
づ
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
公
共
の
救

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
１
）
　
　
　
（
１
２
）

貧
負
担
の
増
大
を
阻
止
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
第
８
表
か
ら
明
瞭
な
よ
う
に
，
、
定

住
の
自
由
は
流
入
者
を
増
大
さ
せ
た
。
こ
の
結
果
、
下
層
民
が
著
し
く
膨
脹
し
、

公
共
の
救
貧
負
担
を
増
加
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
元
民
の
利
得
可
能
性
を
も
制
限

し
た
。
こ
う
し
た
理
由
か
ら
市
参
事
会
は
、
非
プ
ロ
イ
セ
ソ
人
に
対
し
て
、
最
低

一
〇
〇
タ
ー
ラ
ー
の
資
金
を
有
す
る
こ
と
の
証
明
、
な
い
し
は
そ
れ
に
照
応
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

身
許
保
障
の
あ
る
者
に
の
み
定
住
を
制
限
し
た
。
し
か
し
、
定
住
制
隈
が
非
ブ
ロ

イ
セ
ソ
人
に
限
定
さ
れ
た
た
め
、
事
態
は
改
善
さ
れ
な
い
で
、
一
八
四
五
年
五
月

六
目
に
市
参
事
会
は
定
住
の
自
由
に
対
し
て
自
己
防
衛
を
す
る
必
要
を
重
ね
て
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
（
九
一
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
（
九
二
〇
）

　
　
　
（
１
４
）

い
て
い
る
。

バ
ル
メ
ソ
の
例
隻
ら
れ
る
移
動
の
自
由
と
穿
申
鼠
の
救
貧
負
担
の
増
大
と
の
矛
盾
は
、
ラ
イ
ソ
州
と
ヴ
エ
ス
ト
フ
ア
ー
レ

ソ
州
の
州
議
会
に
お
い
て
も
間
題
と
た
っ
た
。
プ
ロ
ィ
セ
ソ
内
部
に
お
げ
る
移
動
の
自
由
は
一
般
国
法
（
≧
釘
。
冒
。
｛
一
、
－
、
、
｛
、
。
。
５

丁
二
七
・
Ｓ
一
四
三
一
纂
い
て
宣
せ
ら
れ
博
移
動
の
自
由
を
制
限
す
れ
ぱ
営
業
活
動
が
無
気
カ
に
陥
り
、
商
工
業
が
没
落
す

る
か
ら
で
あ
電
他
方
・
プ
ロ
ィ
セ
ソ
に
ぎ
る
救
貧
規
定
は
多
く
の
法
律
に
分
散
し
て
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
も
つ
と
も
重
要
な

の
は
一
醤
法
の
規
定
で
あ
り
、
州
法
に
よ
っ
て
補
充
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
地
方
自
治
体
に
対
し
て
、
治
安
警
察
的
、
道
徳
的

薯
慮
か
ら
「
度
し
が
た
い
仕
事
嫌
い
の
自
堕
落
な
者
一
や
「
放
免
さ
れ
た
浮
浪
懲
役
囚
一
に
対
す
る
滞
在
制
限
の
権
限
が
留
保
さ

れ
て
い
繍
）
一
地
方
自
治
体
の
「
貧
民
、
乞
食
令
一
ぎ
ｇ
－
昌
・
団
・
叶
け
一
馨
姜
邑
一
や
「
地
方
貧
民
規
程
一
。
”
目
。
、
、
昌
、
、
、
。
胴
一
。
冒
、
一
け
一
一
一
。

以
上
か
ら
争
点
は
・
救
貧
負
担
を
避
げ
る
た
め
に
地
方
自
治
体
に
定
住
を
制
限
す
る
権
限
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
に
集
中
す
る
こ

と
に
な
っ
た
二
八
二
九
年
一
月
二
九
是
内
務
省
は
、
こ
れ
に
関
す
る
二
法
案
一
地
方
自
治
体
の
転
入
者
受
げ
入
れ
義
務
と
転
入
者
拒

否
の
権
限
に
つ
い
て
の
草
案
一
・
堅
邑
責
一
嚢
彗
奪
く
§
葦
け
震
ま
、
穴
。
旨
自
、
、
、
、
一
，
・
箏
。
一
、
目
、
一
、
。
、
弓
。
、
勺
、
、
。
。
。
目
、
一

き
豪
ぎ
９
二
邑
嚢
彗
一
・
§
墨
邑
Ｐ
奪
琶
・
雪
ぎ
ぎ
ぎ
二
：
葦
島
、
、
箏
一
と
貧
民
救
済
義
務
に
つ
い
て
の
草
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
）

一
雪
冨
葦
葦
琶
く
・
畠
書
雲
膏
ぎ
邑
・
。
・
・
一
一
を
提
示
し
、
一
八
三
一
年
に
八
つ
の
州
議
倉
決
定
を
付
託
し
た
。

州
議
会
の
審
議
の
結
果
は
、
シ
一
レ
ー
ジ
一
ソ
や
ザ
ク
セ
ソ
の
州
議
会
が
移
動
の
自
由
に
賛
成
し
、
個
人
の
自
由
を
地
方
自
治
体

の
盗
意
か
ら
守
る
こ
と
を
主
張
し
た
の
に
対
し
、
ヴ
エ
ス
ト
フ
ア
ー
レ
ソ
州
議
会
は
移
動
の
自
由
を
地
方
自
治
体
に
有
利
に
な
る
よ

う
塞
更
す
る
こ
と
を
求
め
・
ラ
イ
ソ
州
議
会
は
移
動
の
自
由
に
は
賛
成
し
、
貧
民
救
済
に
対
し
て
、
か
れ
ら
が
働
か
な
く
奮
恐

れ
が
あ
る
と
の
理
由
で
も
一
て
反
対
し
博
内
務
省
は
、
西
部
二
州
と
意
見
が
対
立
し
た
た
め
、
結
局
一
八
四
二
年
の
二
法
律
一
転



入
者
受
げ
入
れ
に
つ
い
て
の
法
律
（
ｏ
霧
ｇ
Ｎ
享
亀
巳
¢
＞
巨
ｈ
昌
－
…
¢
目
２
竃
Ｎ
宣
お
邑
胃

救
済
義
務
に
つ
い
て
の
法
律
（
○
霧
¢
ｓ
享
胃
巳
ｏ
＜
胃
忌
｛
ｏ
睾
；
旧
Ｎ
冒
～
昌
彗
呂
品
ｏ
・

～
易
ｇ
彗
．
く
◎
昌
。
ｃ
－
・
ｏ
蟹
２
自
げ
胃
Ｈ
。
。
§
）
と
貧
民

く
。
８
・
。
Ｈ
・
一
Ｕ
。
、
。
８
ヴ
。
、
Ｈ
・
。
亀
）
〕
に
お
い
て
、
両
者

の
中
問
を
弓
、
移
動
の
自
由
の
根
本
命
題
を
堅
持
し
な
が
ら
も
、
厳
密
な
治
安
政
策
上
お
よ
び
杜
会
政
策
上
の
理
由
か
ら
の
為

外
を
認
め
た
。
バ
ル
メ
ソ
の
例
や
、
ラ
ィ
ン
州
議
会
と
ヴ
エ
ス
ト
フ
ア
ー
レ
ン
州
議
会
に
お
け
る
救
貧
負
担
の
増
大
に
対
す
る
以
上

の
よ
う
な
審
議
の
結
果
は
、
西
エ
ル
ベ
地
域
に
お
げ
る
人
口
移
動
に
よ
る
都
市
下
層
民
の
増
大
と
貧
窮
の
進
行
を
示
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
　
「
営
業
の
自
由
」
の
実
施
は
、
都
市
に
お
げ
る
手
工
業
者
の
過
剰
と
貧
窮
化
を
生
み
出
す
と
と
も
に
・
西
エ
ル

ベ
地
域
に
お
い
て
は
、
こ
れ
に
加
え
て
近
辺
か
ら
の
人
口
の
流
入
が
下
層
民
の
増
大
と
貧
窮
化
に
さ
ら
に
拍
車
を
か
け
た
の
で
あ
っ

た
、
こ
の
よ
う
に
、
三
月
前
期
に
お
け
る
過
剰
人
口
の
発
生
の
一
原
因
は
「
営
業
の
自
由
」
の
実
施
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
・

　
　
一
－
一
勺
、
仁
；
。
ら
。
目
』
、
づ
、
。
目
雲
。
。
。
一
、
。
羊
リ
昌
・
毒
亘
・
…
；
ａ
・
９
一
；
；
彗
雪
童
婁
・
葦
尋
幸
睾
茎
＝
〇
一
・
９

　
　
　
　
ミ
．
一
ニ
ド
。
・
套
釘
。
箏
』
、
ミ
、
、
げ
、
ぴ
・
、
。
。
貴
・
げ
套
ニ
ニ
・
彗
婁
・
葦
膏
＝
・
婁
募
多
・
髪
重
９
二
麦
二
睾
１

　
　
　
　
』
。
、
、
、
畠
§
Ｈ
ｏ
○
。
。
．
　
－
幸
旨
、
自
一
曽
、
目
ｑ
ミ
。
、
ぎ
－
目
一
－
巨
二
閉
墨
二
。
。
○
・
中
島
茂
樹
、
前
掲
論
文
（
１
）
、
一
五
九
～
一
六
三
、
一

　
　
　
　
六
五
～
一
六
七
、
　
一
八
○
べ
－
ジ
。
な
お
、
＞
・
六
９
后
０
Ｐ
Ｐ
～
・
○
二
Ｈ
Ｏ
Ｏ
○
。
お
よ
び
勺
．
０
９
寄
Ｐ
與
．
Ｐ
○
二
弓
に
お
い
て
・
プ
ロ
イ

　
　
　
　
セ
ソ
営
業
税
勅
令
の
日
附
け
が
一
八
一
〇
年
一
〇
月
二
八
日
と
な
つ
て
い
る
の
は
、
二
月
二
日
の
誤
書
で
あ
る
二
一
の
法
令
の
全
文

　
　
　
　
は
、
く
・
。
一
・
○
。
。
。
。
け
、
一
〇
っ
、
昌
邑
目
。
讐
Ｈ
・
。
；
竃
声
補
充
法
規
の
全
文
は
、
く
帽
－
．
○
霧
ｇ
甲
ｃ
っ
｝
昌
邑
…
撃
Ｈ
ｏ
・
ｐ
塞
。
・
声

　
　
一
２
一
奉
・
嚢
一
量
員
雰
・
薫
彗
箏
胴
昌
ｑ
ま
げ
・
葬
曇
亘
・
雪
一
員
。
。
ト

　
　
一
３
一
〇
目
。
。
一
凹
く
。
。
。
享
。
目
。
、
」
目
、
Ｏ
馨
｝
葦
二
・
二
彗
葦
・
二
一
・
貫
秦
ま
ぎ
曇
盲
プ
き
事
一
二
募
一
葦
¢
巨
＝
き
．

　
　
　
畠
津
・
昌
昌
ぎ
ま
；
け
婁
目
・
巨
お
¢
Ｐ
霊
豪
尋
Ｐ
雷
．

　
　
一
４
一
奉
墨
一
§
員
雰
く
薫
聲
目
二
邑
キ
げ
・
葬
曇
喜
９
¢
目
童
ｃ
・
○
．

　
　
（
５
）
申
雪
巨
９
量
貝
申
～
．
○
二
崖
ｃ
・
．

　
　
一
６
一
ミ
・
墨
一
§
員
雪
薫
胃
・
品
昌
｛
キ
げ
・
葬
曇
喜
◎
一
彗
葦
。
・
◎
１
ｃ
・
Ｈ
．

　
　
　
三
月
前
期
の
プ
ロ
ィ
廿
ン
に
お
げ
る
「
杜
会
問
題
一
〇
一
川
本
一
　
　
一
　
至
一
一
一
九
三
一



者事従業工手るけおにソセイロプ表９第
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
六
号
）

り
弟

確
７
‘
　
（
Ｏ

８
　
７
１

３
０

０
・
０

１

親
職
１

弟
（
）
　
１
■

１

１

０

徒

（
ｏ
　
４

８
５
２
８
１

と人
｛
ユ
■
３
・
３
ユ
７
．
８
７
８
１
８
１
３
５
０
４
　
　
　
５
５

３
　
４

５

１

職
－

方
１
１
　
Ｏ
ム
　
ー
－
一

（
Ｏ
　
（
Ｏ

（
６
　
０
０
　
１
■

５

５

７

１

２
　
ｎ
ｚ
　
０

．
　
［
ｏ

，
　
　
，
　
　
，
　
Ｏ
　
　
，
０
　
５
　
５
　
３
　
４
１
　
つ
リ
　
ｎ
６
　
　
　
Ｑ
り

（
Ｏ
　
　
・
　
Ｏ

－

親
４
　
一
Ｌ
０
　
１
１

５

、

）
％

）
％

（

（

加
率

加
率

増
加

増
加

の
増

の
増

年
の

年
の

９
４

８
１

ら
、

１
６
８

ら
、

カ

１

カ

年
年
一
年
年
一
年

（
Ｕ
　
ｏ
Ｕ
　
０
　
（
）
　
１
↓
　
ｏ
リ
　
ｏ
）
４
４
４
４
６
４
４

８
８
８
８
ｏ
◎
８
８
１
１
　
１
■
　
１
１
一
　
１
↓
　
１
－
一
　
１
１
　
１
－
一

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
１
０
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
（
九
二
二
）

　
○
．
ｏ
ｏ
９
昌
◎
－
－
９
與
．
Ｐ
ｏ
．
一
〇
〇
ト
た
お
、
一
八
四
〇
年
以
降
に
お
げ
る
親
方
数
の
推
移
は
第
９

表
の
如
く
で
あ
る
。
ま
ず
、
一
八
四
〇
年
か
ら
一
八
四
九
年
の
間
に
親
方
数
は
職
人
、
徒
弟
数
の

二
倍
以
上
も
増
加
し
、
こ
れ
が
「
三
月
革
命
」
期
に
「
営
業
の
自
由
」
に
反
対
し
て
杜
会
的
安
定

を
乳
求
す
る
一
背
景
と
た
っ
た
。
つ
い
で
、
一
八
四
九
年
か
ら
一
八
六
一
年
の
間
に
は
、
親
方
数

が
絶
対
的
に
滅
少
し
、
職
人
、
徒
弟
数
の
増
加
率
は
一
八
四
〇
～
一
八
四
九
年
の
二
倍
に
達
し
た
。

こ
の
時
期
に
は
、
一
方
で
手
工
業
者
は
工
場
に
吸
収
さ
れ
、
他
方
、
手
工
業
者
に
留
ま
っ
た
ぱ
あ

い
に
も
経
済
的
に
安
定
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
事
・
穴
昌
昌
ｐ
。
目
・
団
、
く
ひ
寿
、
、
自
目
胴
一
目
ｏ
声
宇

訂
茅
写
津
呂
９
９
夢
－
。
◎
ｏ
－
ｏ
◎
Ｈ
・
な
お
、
第
９
表
は
、
司
■
塁
§
さ
穴
、
－
、
、
一
Ｕ
。
、
勺
、
、
、
雲
。
。
、

○
ぎ
ｏ
ｏ
冨
県
峯
－
己
彗
お
罫
べ
閉
・
。
か
ら
作
成
さ
れ
て
い
て
、
一
八
四
〇
年
の
数
字
が
、
第
７

表
の
Ｇ
・
シ
ュ
モ
ラ
ー
の
数
値
と
相
違
し
て
い
る
）
。

　
－
一
勺
自
口
ｏ
斤
９
　
”
．
Ｐ
Ｏ
・
一
　
］
ー
べ
・

　
オ
．
穴
昌
冒
竃
Ｐ
　
Ｏ
Ｏ
Ｓ
邑
０
ｑ
易
Ｏ
巨
Ｏ
軍
Ｏ
ｑ
胃
Ｃ
０
冨
卑
団
胃
冒
竃
一
昌
Ｈ
Ｏ
・
　
宙
～
巨
己
睾
戸

，
ま
長
彗
Ｈ
寓
９
０
卜
　
事
ら
｛
。
・
｝
９
乙
。
冨
邑
一
〇
ｑ
暮
Ｏ
易
Ｏ
巨
Ｏ
ま
竃
・
違
蜆
・

　
一
九
世
紀
前
半
の
バ
ル
メ
ソ
に
お
け
る
繊
緯
工
業
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
著
、
第
二
章
、

１
・
を
参
照
せ
よ
。
た
お
、
工
業
が
発
展
し
て
都
市
が
膨
脹
す
る
さ
い
に
は
、
Ｗ
．
ゾ
ム
バ
ル
ト

の
い
う
「
二
倍
の
勤
め
口
の
法
則
（
○
易
９
Ｎ
き
昌
ま
暑
隼
彗
Ｃ
０
↑
。
目
。
箏
奉
、
、
け
）
」
が
作
用
す
る
。

　
　
つ
ま
り
、
工
業
の
発
展
に
よ
っ
て
生
じ
る
一
〇
〇
の
新
し
い
勤
め
口
は
、
そ
れ
ら
の
人
々
に
対
す
る
商
業
、
運
輸
、
行
政
サ
ー
ピ
ス
等
に

　
　
お
ポ
る
・
さ
を
一
〇
〇
の
新
し
い
勤
め
呈
生
み
だ
し
、
都
市
合
の
増
大
を
急
速
化
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
一
く
県
≠
窒
昌
、
．

　
　
昌
一
艮
¢
ｑ
竃
房
Ｏ
ぎ
霊
ま
寿
¢
昌
尾
一
〇
。
Ｏ
◎
・
ま
鼻
一
Ｈ
己
易
旨
－
註
弘
胃
旨
０
ｑ
一
Ｈ
ミ
）
。
ま
た
、
工
業
化
に
よ
る
大
都
市
の
彬
成
は
、
ド
イ

　
　
ツ
に
お
い
て
は
一
般
的
に
一
九
世
紀
中
葉
以
降
の
こ
と
に
属
す
る
が
、
ラ
イ
ソ
地
方
に
お
い
て
は
世
紀
の
初
頭
以
降
、
例
え
ぱ
ゲ
ル
ゼ
ソ

　
　
キ
ル
ヘ
ソ
の
よ
う
に
純
粋
工
業
都
市
が
彬
成
さ
れ
始
め
た
（
く
０
ｑ
－
・
ミ
・
穴
警
昌
、
。
、
・
Ｈ
目
｛
一
己
。
け
、
｛
與
－
。
。
｛
、
、
旨
讐
－
畠
．
Ｈ
ミ
）
。

（
ｕ
）
　
事
．
穴
邑
－
昌
｝
目
ｐ
団
雲
ひ
寿
胃
■
目
胴
■
目
｛
ト
ユ
Ｕ
¢
岸
ｏ
。
斤
、
岬
津
。
ｂ
。
一
。
箏
饒
、
－
ｏ
◎
ト

一
ｕ
一
≠
窒
§
Ｐ
冒
・
髪
一
斥
書
写
二
麦
碁
・
・
婁
註
け
零
暮
二
。
、
一
目
＝
讐
、
、
。
＝
。
、
一
目
。
一
。
。
け
、
一
四
。
。
。
一
、
、
一
目
・
。
甲



　
　
　
　
言
ユ
＆
９
｛
ｐ
ま
易
二
吋
雲
ひ
寿
ｇ
■
箏
ｏ
ｑ
｝
ｑ
胃
ぎ
｝
易
斥
｛
¢
亭
箏
申
２
◎
巨
ま
◎
ｐ
Ｈ
○
◎
べ
．

　
　
（
１
３
）
　
奉
．
穴
警
昌
ｐ
目
Ｐ
肉
訂
｛
巳
彗
ｏ
■
目
ｑ
オ
鶉
津
』
ｏ
Ｐ
胃
蜆
．

　
　
（
１
４
）
　
奉
．
穴
警
８
｝
箏
Ｐ
宇
ｑ
易
ま
巴
｛
。
り
８
；
箏
び
ｑ
一
Ｈ
畠
．

　
　
（
１
５
）
　
甲
○
。
ｏ
巨
寿
ｏ
－
甲
申
○
二
畠
Ｎ
．
な
お
、
藤
瀬
浩
司
「
プ
ロ
シ
ャ
ー
ー
ド
イ
ツ
に
お
け
る
救
貧
法
と
労
働
者
保
険
制
度
の
展
開
」
、
　
『
経
済

　
　
　
　
科
学
Ｈ
ｕ
ｌ
４
、
一
九
七
四
年
、
八
七
～
八
八
べ
－
ジ
、
を
参
照
せ
よ
。

　
　
（
１
６
）
　
Ｐ
ｏ
っ
ｏ
巨
寿
県
中
凹
・
○
二
島
Ｈ
・
移
動
の
自
由
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
人
口
の
流
動
化
の
た
め
の
一
前
提
で
あ
り
、
工
業
杜
会
成
立
の

　
　
　
　
一
前
提
条
件
で
あ
る
（
く
ｏ
ｑ
－
．
串
．
串
彗
ｐ
ｐ
甲
ｏ
二
Ｎ
０
０
）
。

　
　
（
１
７
）
　
甲
○
ｏ
ｏ
巨
箏
ぎ
ポ
苧
申
○
二
畠
○
と
竃
．

　
　
（
１
８
）
　
里
邑
．
一
畠
○
．

　
　
（
１
９
）
　
向
巨
ニ
ミ
ｏ
－
ミ
Ｎ
・
な
お
、
藤
田
幸
一
郎
、
前
掲
論
文
、
一
三
四
べ
－
ジ
以
下
、
を
も
参
照
せ
よ
。

　
　
（
２
０
）
甲
ｏ
。
〇
三
寿
具
中
甲
○
ニ
ミ
ベ
・
な
お
、
藤
瀬
浩
司
、
前
掲
論
文
、
八
七
べ
ー
ジ
以
下
、
を
も
参
照
せ
よ
。
一
八
四
二
年
の
法
律
の
全

　
　
　
　
文
は
、
く
。
ｑ
－
○
窃
ｏ
訂
－
○
っ
Ｐ
昌
邑
昌
ぴ
ｑ
一
Ｈ
・
。
お
一
蜆
干
・
。
汗
　
ま
た
、
プ
ロ
イ
セ
ソ
以
外
の
諸
邦
に
お
げ
る
定
住
法
の
状
況
に
っ
い
て
は
、

　
　
　
　
く
ｏ
ｑ
－
．
ミ
．
穴
警
冒
彗
ｐ
団
ｏ
ま
寿
¢
；
目
ｏ
ｑ
自
箏
｝
声
『
一
Ｕ
９
誌
ぎ
以
津
｛
◎
ａ
目
一
邑
一
畠
１
ｏ
ｏ
。
．

　
４
　
イ
ギ
リ
ス
の
競
争
に
よ
る
家
内
工
業
の
危
機

　
過
剰
人
口
の
発
生
の
第
三
の
要
因
は
イ
ギ
リ
ス
の
競
争
に
よ
る
家
内
工
業
の
危
機
で
あ
る
。
こ
の
危
機
は
と
く
に
繊
維
工
業
に
お

い
て
鋭
く
現
わ
れ
た
。
関
税
保
護
が
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
の
機
械
撚
糸
や
、
力
織
機
で
製
造
さ
れ
た
織
布
の
激
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

競
争
に
逢
着
し
た
の
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
諸
国
が
保
護
政
策
を
採
用
し
た
た
め
、
輸
出
が
困
難
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
繊
維
工
業
の

な
か
で
も
、
と
り
わ
け
ラ
ー
フ
ェ
ソ
ス
ベ
ル
ク
と
シ
ュ
レ
ー
ジ
ニ
ソ
の
麻
工
業
の
苦
境
が
顕
著
で
あ
り
、
一
八
四
四
年
の
シ
ュ
レ
ー

ジ
ェ
ソ
の
織
工
一
撲
は
「
大
衆
貧
窮
」
の
頂
点
を
画
す
る
事
件
で
あ
っ
た
。
麻
工
業
に
っ
い
て
は
す
で
に
い
く
っ
か
の
業
績
が
出
さ

　
　
　
　
　
（
２
）

れ
て
い
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
簡
潔
に
苦
境
の
原
因
と
貧
窮
の
状
況
に
っ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
　
三
月
前
期
の
プ
ロ
ィ
セ
ン
に
お
げ
る
「
杜
会
問
題
」
ｏ
（
川
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
（
九
二
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
（
九
二
四
）

　
ビ
ー
レ
フ
ェ
ル
ト
を
中
心
と
す
る
ミ
ソ
デ
ソ
ー
ラ
ー
フ
ェ
ソ
ス
ベ
ル
ク
地
方
に
お
い
て
は
、
手
紡
の
高
級
麻
糸
（
置
目
易
霊
己
電
昌
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

が
、
一
八
三
〇
年
代
末
ま
で
は
な
お
イ
ギ
リ
ス
に
輸
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
綿
の
競
争
や
イ
ギ
リ
ス
と
ア
イ
ル
ラ
ソ
ド
の
麻

の
圧
迫
に
よ
り
、
事
態
は
悪
化
の
一
途
を
辿
り
、
一
八
四
〇
年
代
に
砿
破
局
的
様
相
を
呈
す
る
に
至
っ
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
に
お
げ
る
機
械
麻
紡
績
は
急
速
な
発
展
を
示
し
、
一
八
一
八
年
に
す
で
に
最
初
の
麻
紡
錘
（
巴
き
訂
。
。
Ｏ
ぎ
室
）
が
手
紡
車

（
胃
彗
穿
且
冒
邑
）
の
一
二
〇
倍
を
生
産
し
、
ま
た
一
八
四
〇
年
代
に
は
一
労
働
者
が
一
手
紡
績
工
の
五
〇
〇
倍
を
製
造
し
た
の
み
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

な
く
、
機
械
製
麻
糸
は
手
紡
麻
糸
よ
り
も
同
質
で
安
価
、
か
つ
漂
白
が
容
易
で
あ
っ
た
。
ラ
ー
フ
ェ
ソ
ス
ベ
ル
ク
に
お
い
て
も
、
一

八
一
二
年
に
ヘ
ル
フ
ォ
ー
ト
に
綿
紡
績
工
場
が
建
設
さ
れ
、
一
八
三
三
年
に
破
産
し
た
後
も
イ
ギ
リ
ス
資
本
に
よ
っ
て
そ
の
一
部
が

経
営
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
工
場
で
は
麻
紡
績
の
さ
い
に
は
原
料
と
し
て
麻
層
が
使
用
さ
れ
、
手
紡
績
と
競
争
関
係
に
入
る
こ
と

を
避
げ
て
い
た
。
こ
の
地
方
に
お
い
て
は
機
械
の
導
入
に
対
す
る
反
対
が
強
く
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
も
っ
て
麻
紡
績
工
場
の
設
立
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

阻
止
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
織
布
工
程
に
お
い
て
も
、
一
八
三
五
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
は
す
で
に
麻
力
織
機
が
三
〇
九
台
　
　
綿
力
織
機
は
実
に
１
一
〇
九
、
六
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

六
台
　
　
稼
動
し
て
お
り
、
価
格
は
ド
イ
ツ
の
半
額
で
、
し
か
も
強
靱
か
つ
同
質
の
織
布
が
生
産
さ
れ
た
。

　
以
上
の
結
果
、
イ
ギ
リ
ス
の
機
械
製
麻
糸
の
総
輸
出
は
一
八
三
二
年
か
ら
一
八
四
三
年
に
か
げ
て
八
、
七
〇
五
ポ
ソ
ド
．
ス
タ
ー

リ
ソ
グ
か
ら
九
二
二
、
九
七
九
ポ
ソ
ド
・
ス
タ
ー
リ
ソ
グ
ヘ
と
飛
躍
的
な
増
大
を
示
し
、
麻
布
の
ば
あ
い
に
は
、
一
八
三
六
年
か
ら

一
八
四
〇
年
の
問
の
七
、
八
○
○
万
ヤ
ー
ド
か
ら
、
一
八
四
六
年
か
ら
一
八
五
〇
年
の
問
の
九
、
九
〇
〇
万
ヤ
ー
ド
ヘ
と
増
加
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
関
税
同
盟
諸
邦
の
粗
麻
布
は
一
八
三
四
年
に
は
九
、
四
四
〇
ツ
ェ
ソ
ト
ナ
ー
の
出
超
で
あ
っ
た
の
が
、
一
八
四
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

年
か
ら
一
八
四
六
年
に
か
け
て
年
々
二
一
、
三
三
一
ツ
ェ
ソ
ト
ナ
ー
の
入
超
に
転
じ
た
の
で
あ
っ
た
。



　
、
、
、
ソ
デ
ソ
．
ラ
ー
フ
ェ
ソ
ス
ベ
ル
ク
に
お
い
て
も
、
麻
織
工
の
数
が
一
七
九
六
年
の
五
、
三
七
九
名
か
ら
一
八
四
九
年
に
は
四
、

八
四
四
名
へ
と
減
少
し
、
工
業
従
業
者
数
も
こ
の
問
に
一
、
○
○
○
人
中
四
〇
名
か
ら
三
八
名
へ
と
減
少
し
た
。
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

レ
ソ
州
に
お
け
る
麻
製
品
の
輸
出
総
額
は
第
１
０
表
の
よ
う
に
後
退
し
て
い
る
。
し
か
も
、
一
八
四
〇
年
と
一
八
四
六
年
の
問
に
麻

製
品
の
価
格
は
半
額
に
下
落
し
、
な
か
で
も
粗
質
の
麻
糸
の
価
格
は
殆
ん
ど
零
に
ま
で
落
ち
込
み
、
麻
糸
を
生
産
し
て
い
た
家
族
の

－アフトスエヴ表
１
０第

額
）

出
一
　
ラ

輸
一の

タ

麻
ス

の
　
ヒ

ン
　
イ

レ
　
ラ

　
＝

　
位

　
単

　
（

０９０１４１３

５３８７０４２

７１２１３４１
Ｆ
ｏ

８３７５１１

９４２３３９

８８３７０９

年
４
０

１
８

１

４
寸

８１

２４８１

３４８１

４４８１
Ｆ
ｏ

４８１

ン
域
（
ｏ
．
ｏ
巨
ｇ
…
＆
實
巨
寿
｝
５
巨
。
。
竃
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

物
乞
い
を
し
た
の
で
あ
っ
た
Ｃ

　
　
　
　
　
（
１
２
）

い
わ
れ
て
い
る
。

　
シ
ュ
レ
ー
ジ
ェ
ソ
の
麻
工
業
も
非
常
な
苦
境
に
陥
っ
た
。
そ
の
状
況
を
、
こ
こ
で
は
Ｗ
・
ヴ
ォ
ル
フ
（
き
曇
ｏ
巨
幸
◎
５
が
一
八
四

四
年
に
執
筆
し
、
翌
年
ピ
ュ
ツ
ト
マ
ソ
の
『
ド
イ
ツ
市
民
名
簿
』
（
雲
茸
量
目
易
夏
募
｝
霧
雲
・
鷺
｝
ｇ
プ
）
に
発
表
し
た
論
文
「
シ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

レ
ー
ジ
ニ
ソ
に
お
げ
る
貧
困
と
暴
動
（
Ｏ
轟
票
邑
…
｛
Ｏ
胃
＞
事
享
Ｈ
ぎ
乙
っ
Ｏ
巨
邑
雪
）
」
を
素
材
と
し
て
述
べ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
こ
こ
で
の
麻
工
業
の
特
徴
は
、
山
地
や
平
地
に
お
け
る
農
村
工
業
と
し
て
営
ま
れ
、
　
「
完
全
に
封
建
時
代
か
ら
脱
し
た
な
ど
と
信

　
　
　
三
月
前
期
の
プ
ロ
ィ
セ
ン
に
お
け
る
「
杜
会
問
題
」
Ｏ
（
川
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
（
九
二
五
）

　
　
収
入
は
一
八
三
〇
年
代
末
の
遇
四
～
五
タ
ー
ラ
ー
か
ら
一
八
四
八
年
に
は
僅
か
二
〇
プ
フ
ヱ
ニ

７
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

“
　
　
ツ
ヒ
に
ま
で
減
少
し
た
の
で
あ
っ
た
。

７
９
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

　
　
　
こ
れ
に
加
え
て
、
一
八
三
〇
年
以
来
穀
物
と
馬
鈴
薯
の
み
で
な
く
、
亜
麻
の
凶
作
ビ
襲
わ
れ
、

　
　
と
く
に
麻
糸
の
生
産
者
は
飢
餓
状
態
に
陥
り
、
罹
病
す
る
老
が
多
く
、
後
に
蔵
相
と
な
っ
た

螂
　
Ｃ
．
１
Ｈ
．
ビ
ツ
タ
ー
（
ｏ
邑
由
胃
量
昌
望
耳
）
に
よ
る
ビ
ー
レ
フ
ェ
ル
ト
南
方
の
ゼ
ソ
ネ
に

１　
　
つ
い
て
の
報
告
に
よ
れ
ぼ
、
一
年
に
四
、
○
○
○
人
以
上
の
乞
食
が
二
ー
ダ
ー
バ
ル
ク
ハ
ウ
ゼ

　
　
　
の
台
所
か
ら
食
料
を
物
乞
い
し
、
ホ
ル
テ
城
（
・
っ
ｏ
巨
Ｓ
夢
ぎ
）
で
も
二
、
○
○
Ｏ
人
以
上
が

ま
た
、
健
康
で
働
げ
る
者
は
道
路
建
設
に
従
事
し
、
五
〇
年
代
に
は
鉄
道
建
設
に
流
れ
て
い
っ
た
と



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
（
九
二
六
）

じ
る
者
は
一
人
も
い
な
か
一
蔓
点
に
求
め
ら
れ
る
。
「
農
村
の
人
・
竺
八
一
〇
年
の
マ
ル
テ
イ
ソ
祭
以
降
は
ま
つ
た
く
一
自
由
一

な
の
だ
と
信
じ
て
い
た
・
ピ
か
し
、
各
地
の
暴
動
は
容
赦
た
く
鎮
圧
さ
れ
た
し
、
農
民
た
ち
に
は
、
以
前
と
同
様
写
べ
て
の
剰
余

物
を
納
付
せ
よ
と
の
王
の
勅
令
が
下
さ
れ
た
。
し
た
が
つ
て
、
あ
ら
ゆ
る
賦
役
曾
葦
・
事
目
自
。
二
。
婁
。
目
・
。
、
、
一
、
あ
ら
ゆ
る
貨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

幣
給
付
と
現
物
給
付
（
昌
¢
○
監
－
旨
｛
書
ｇ
邑
一
〇
奉
昌
。
・
彗
）
、
・
…
：
が
従
前
通
り
完
全
に
生
き
て
い
た
」
の
で
あ
る
。

　
他
方
、
「
営
業
の
自
由
」
に
よ
り
、
「
都
市
と
農
村
と
を
間
わ
ず
、
い
ま
や
誰
も
が
、
親
方
試
験
の
た
め
の
作
品
を
提
出
す
る
こ
と

も
・
『
権
利
』
を
買
う
こ
と
も
な
く
、
手
工
業
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
」
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
「
独
占
体
と
し
て
の
ツ
ソ
フ

ト
」
が
存
続
し
た
た
め
、
「
一
定
金
額
の
納
付
を
条
件
に
、
限
ら
れ
た
数
の
人
間
ゼ
げ
が
ツ
ソ
フ
ト
の
構
成
員
と
な
り
」
、
ツ
ソ
フ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

は
「
投
機
を
伴
っ
た
資
本
の
独
占
」
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
「
シ
ュ
レ
ー
ジ
手
ソ
の
麻
工
業
の
栄
光
が
か
げ
り
始
め
た
」
の
は
、
　
「
他
国
の
競
争
が
わ
れ
わ
れ
の
障
害
に
な
っ
た
」
か
ら
で
あ

る
・
こ
こ
で
の
麻
紡
績
工
は
・
外
国
で
は
機
械
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
に
、
相
変
ら
ず
古
い
道
具
を
使
用
し
て
お
り
、
加
え
て
綿
製

品
が
し
ぱ
し
ば
糺
製
品
に
と
っ
て
代
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
　
「
そ
の
結
果
、
し
ば
し
ば
ス
ー
プ
に
入
れ
る
塩
に
さ
え
こ
と
欠
く
有
様
で

　
　
（
１
７
）

あ
っ
た
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｐ
　
ー
　
ソ

　
麻
織
物
は
、
　
「
富
裕
な
工
場
主
兼
商
人
に
ま
す
ま
す
従
属
し
、
一
定
の
賃
銀
で
働
く
織
工
」
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
か
、
ま
た
は

「
彫
尉
節
パ
か
ら
糸
を
借
り
、
か
れ
に
完
成
し
た
麻
布
を
売
ら
ざ
る
を
得
な
い
」
織
工
に
よ
っ
て
製
造
さ
れ
た
。
こ
の
部
門
で
は
、

「
人
口
が
増
大
し
・
そ
れ
と
と
も
に
求
職
も
増
大
し
た
」
の
に
対
し
、
　
「
職
場
は
減
少
す
る
一
方
で
あ
る
」
と
い
っ
た
事
情
の
も
と

で
・
織
工
は
・
問
屋
商
人
に
製
品
を
買
い
叩
か
れ
、
加
え
て
通
貨
制
度
の
不
備
を
悪
用
し
た
支
払
い
や
、
ト
ラ
ツ
ク
．
シ
ス
テ
ム
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
）

よ
っ
て
さ
ら
に
収
入
を
減
ら
さ
れ
、
　
「
ま
す
ま
す
貧
し
く
た
っ
て
困
窮
と
隷
属
の
深
み
に
陥
っ
て
い
っ
た
」
の
で
あ
る
。

、



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ー
ノ
ヘ
ル

　
し
か
も
、
こ
う
し
た
状
況
に
あ
る
紡
績
工
や
織
工
に
対
し
て
、
「
領
主
は
依
然
と
し
て
地
租
（
？
§
婁
易
）
、
紡
績
税
、
狩
猟
税
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
９
）

夜
警
税
（
。
・
官
旨
一
－
品
干
昌
｛
奉
ぎ
ぎ
轟
ま
）
、
賦
役
（
～
Ｏ
己
９
）
、
保
護
金
（
・
。
Ｏ
ぎ
冨
ま
）
等
を
要
求
し
た
」
。
こ
れ
ら
の
結
果
、

一
八
四
四
年
六
月
四
日
午
後
二
時
に
ー
二
ー
ダ
ー
－
ベ
テ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
ダ
ウ
村
（
；
＆
甲
『
署
易
量
妻
自
）
で
勃
発
し
た
シ
ュ
レ
ー
ジ
ェ

　
　
　
　
　
（
２
０
）

ソ
の
織
工
一
撲
は
、
一
八
三
〇
ぞ
一
八
四
〇
年
代
に
お
け
る
「
大
衆
貧
窮
」
と
「
杜
会
問
題
」
の
頂
点
を
画
す
る
事
件
と
な
っ
た
の

　
　
　
（
２
１
）

で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
麻
工
業
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
競
争
に
よ
る
家
内
工
業
の
危
機
も
下
層
人
口
の
増
大
と
貧
窮
化
の
一
原
因
と

な
っ
た
。
な
お
、
家
内
工
業
の
従
事
者
が
工
場
労
働
者
に
転
じ
た
ぱ
あ
い
に
は
、
農
村
過
剰
人
口
と
同
様
に
、
不
熟
練
労
働
者
を
移

　
　
　
　
　
　
（
２
２
）

成
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
一
（
１
）
　
≠
穴
警
８
彗
Ｐ
霊
＜
堅
斥
胃
昌
帽
…
ｏ
＞
ま
ｏ
茅
マ
警
ｏ
ｏ
９
彗
註
一
ベ
ベ
・

　
　
（
２
）
　
ラ
ー
フ
ェ
ソ
ス
ベ
ル
ク
に
つ
い
て
は
、
藤
田
幸
一
郎
、
前
掲
論
文
、
一
ニ
ハ
ペ
ー
ジ
以
下
。
ツ
ユ
レ
ー
ジ
ニ
ソ
に
つ
い
て
は
、
酒
井
良

　
　
　
　
彦
「
ド
イ
ツ
農
村
工
業
の
性
格
」
、
高
橋
幸
八
郎
編
『
近
代
資
本
主
義
の
成
立
』
東
大
協
組
出
版
部
、
　
一
九
五
〇
年
、
所
収
。
　
末
川
清

　
　
　
　
「
三
月
革
命
期
に
お
げ
る
封
建
的
賦
課
廃
棄
の
運
動
　
　
シ
ュ
レ
ー
シ
ニ
ソ
州
を
中
心
と
し
て
　
　
」
、
『
西
洋
史
学
』
、
三
七
輯
。
良
知

　
　
　
　
力
「
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ
ォ
ル
フ
と
シ
ュ
レ
ー
ジ
ェ
ソ
農
民
問
題
」
、
同
『
ド
イ
ツ
杜
会
思
想
史
研
究
』
未
来
杜
、
一
九
六
六
年
、
所
収
。

　
　
　
　
大
月
誠
、
前
掲
論
文
。
柳
沢
治
『
ド
イ
ツ
三
月
革
命
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
、
一
五
〇
ぺ
ー
ジ
以
下
。

　
　
（
３
）
≠
ｏ
．
ｏ
巨
貢
申
ｐ
．
○
二
Ｈ
睾

　
　
（
４
）
　
○
．
ｏ
ｏ
ｏ
プ
昌
◎
－
胃
一
與
．
甲
○
二
仁
置
－
畠
ｍ
．
　
ミ
・
○
ｏ
ｏ
プ
巨
冨
一
９
・
中
○
二
Ｈ
畠
・
な
お
、
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
、
ス
コ
ヅ
ト
ラ
ソ
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ソ

　
　
　
　
ド
に
お
け
る
機
械
紡
績
工
場
数
は
、
一
八
三
四
年
ま
で
に
三
七
三
に
達
し
て
い
た
（
曽
Ｏ
易
Ｕ
◎
昌
２
９
０
．
Ｏ
Ｎ
邑
¢
自
自
ｑ
三
ま
Ｏ
訂
婁
Ｏ
訂

　
　
　
　
思
昌
肇
冒
。
・
彗
，
｛
胃
寄
ぎ
目
Ｎ
睾
ｑ
霧
轟
毒
畠
げ
胃
ぴ
・
奉
げ
彗
－
＆
罵
お
署
¢
ま
男
里
¢
一
〇
｛
¢
巨
畠
§
Ｈ
◎
）
。

　
　
（
５
）
（
６
）
ミ
．
・
。
ｏ
ぎ
豆
～
．
申
○
・
二
Ｎ
９
印
鼻

　
　
（
７
）
○
．
・
。
・
ぎ
・
一
頁
葦
．
○
．
二
仁
甲
塞
．
ミ
・
・
。
・
…
亘
葦
・
○
－
曇
．
豪
・

　
　
　
　
三
月
前
期
の
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
け
る
「
杜
会
問
題
」
ｏ
（
川
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
（
九
二
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
．
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
（
九
二
八
）

　
（
８
）
　
～
く
．
ｏ
ｏ
ｏ
プ
邑
け
９
申
Ｐ
○
二
蜆
ｏ
ｏ
ｏ
．

　
（
９
）
豊
ｑ
二
旨
蜆
．

　
（
１
０
）
　
向
巨
二
－
８
．

　
（
ｕ
）
　
向
一
己
二
Ｈ
ｃ
ｏ
ｏ
Ｉ
Ｈ
ｃ
０
Ｈ
．
　
串
．
ｏ
◎
昌
ｏ
葛
■
苧
甲
○
二
　
Ｈ
ｃ
ｏ
．

　
（
１
２
）
　
○
．
ｏ
つ
争
昌
◎
豪
■
”
．
～
．
○
二
仁
ｏ
蜆
．
　
ミ
．
ｏ
ｏ
９
巨
亘
～
』
．
○
二
Ｈ
ｏ
。
ド

　
（
１
３
）
　
こ
の
論
文
の
全
文
は
、
ｏ
．
－
彗
鼻
¢
ま
ｑ
Ｐ
；
厨
胃
葭
『
。
。
。
ｑ
二
～
．
凹
．
Ｏ
二
Ｈ
零
－
ミ
ｏ
。
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
邦
訳
と
し
て
は
、
良
知
力

　
　
　
編
、
前
掲
資
料
、
一
五
五
～
一
七
九
ぺ
ー
ジ
、
が
あ
る
。
な
お
、
こ
の
論
文
が
発
表
さ
れ
た
『
ド
イ
ツ
市
民
名
簿
』
は
最
近
翻
刻
が
出
版

　
　
　
さ
れ
た
が
（
｝
胃
昌
彗
｝
勺
肇
け
昌
竃
目
｝
易
胴
．
一
〇
〇
目
ａ
９
霧
団
寄
０
ｑ
實
げ
冒
｝
一
Ｕ
胃
昌
。
。
冨
睾
Ｈ
Ｏ
◎
畠
■
箏
Ｏ
睾
彗
目
｝
９
昌
Ｈ
Ｏ
◎
畠
一
胃
岸
Ｏ
ぎ
胃

　
　
　
艮
邑
¢
岸
旨
ｏ
ｑ
＜
昌
ミ
◎
拝
彗
ｏ
ｑ
罧
旨
ぎ
一
Ｎ
墨
¢
二
お
亭
）
、
　
こ
こ
で
は
Ｏ
．
Ｈ
彗
寿
¢
昌
｛
Ｕ
．
雪
厨
胃
｝
易
ｏ
ｑ
二
～
．
串
○
．
を
使
用
す

　
　
　
る
。

　
（
１
４
）
　
Ｏ
．
－
竃
寿
¢
昌
ｑ
Ｕ
．
雪
好
實
由
Ｈ
・
。
帽
二
～
．
與
．
○
．
一
旨
ｏ
．
邦
訳
、
一
五
七
ぺ
ー
ジ
（
必
ず
し
も
邦
訳
に
従
っ
て
は
い
な
い
）
。

　
（
１
５
）
　
向
巨
二
Ｈ
轟
．
邦
訳
、
一
五
六
べ
－
ジ
。
な
お
、
農
民
の
具
体
的
状
況
に
っ
い
て
は
、
末
川
清
、
前
掲
論
文
、
を
参
照
せ
よ
。

　
（
１
６
）
　
向
巨
・
一
Ｈ
腎
．
邦
訳
、
一
五
八
～
一
五
九
ぺ
ー
ジ
。

　
（
１
７
）
（
１
８
）
　
向
星
・
・
Ｈ
８
－
Ｈ
震
・
邦
訳
、
ニ
ハ
○
～
一
六
一
べ
ー
ジ
。

　
（
１
９
）
　
向
巨
二
Ｈ
彗
邦
訳
、
一
六
三
ぺ
ー
ジ
。

　
（
２
０
）
織
工
一
撰
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
く
。
ｑ
一
．
要
ｏ
二
Ｈ
８
声
邦
訳
、
ニ
ハ
六
べ
ー
ジ
以
下
。
大
月
誠
、
前
掲
論
文
、
八
七
ぺ
－
ジ
以
下
、

　
　
　
を
参
照
せ
よ
。

（
２
１
）
事
．
ｏ
・
昌
９
く
・
冒
ｖ
蟹
匡
く
彗
昌
ｖ
寄
麦
邑
隻
；
．
幸
．
内
ｑ
一
一
§
量
９
・
ま
募
・
ゴ
雰
・
薫
胃
旨
ぴ
・
二
〇
．
ミ
．
き
具

　
　
　
睾
器
ｏ
ｏ
¢
目
ｐ
Ｈ
８
ｇ
一
閉
．

　
（
”
）
　
－
．
勺
目
り
り
斤
９
　
申
與
．
Ｏ
．
一
　
Ｈ
べ
．

５
　
工
業
の
雇
傭
能
力
の
限
界

「
農
民
解
放
」
に
よ
る
農
村
下
層
民
の
増
大
と
窮
乏
、
　
「
営
業
の
自
由
」
に
よ
る
手
工
業
者
の
過
剰
の
発
生
、
お
よ
び
イ
ギ
ー
リ
ス



の
競
争
に
よ
る
家
内
工
業
の
危
機
が
「
大
衆
貧
窮
」
を
惹
き
起
し
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
結
果
増
大
し
た
下
層
民
に
対
し
て
工
業
の
雇

傭
能
力
が
余
り
に
も
小
さ
か
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
っ
ぎ
に
、
三
月
前
期
に
お
け
る
工
業
の
雇
傭
能
力
を
、
西
ニ
ル

ベ
地
域
の
綿
工
業
と
鉄
工
業
の
作
業
場
の
規
模
を
例
に
と
っ
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
西
ニ
ル
ベ
地
域
が
プ
ロ
イ
セ
ソ
に
お
げ
る
当
時

の
も
っ
と
も
先
進
的
な
工
業
地
域
で
あ
り
、
か
っ
綿
工
業
と
鉄
工
業
は
消
費
資
料
と
生
産
手
段
の
基
軸
的
な
生
産
部
門
で
あ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
綿
紡
績
業
に
っ
い
て
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
県
を
取
り
上
げ
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
ょ
う
。
Ｊ
．
ヶ
ル
マ
ソ
は
、
一
七
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヌ
フ
ア
ク
ト
ウ
ア

○
年
か
ら
一
八
三
三
年
ま
で
の
ラ
ィ
ソ
ラ
ソ
ト
に
１
お
げ
る
製
造
所
に
っ
い
て
の
資
料
を
分
析
し
て
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

「
ラ
イ
ソ
ラ
ソ
ト
の
す
べ
て
の
領
域
の
な
か
で
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
県
が
傑
出
し
て
優
越
し
た
地
位
を
占
め
て
い
た
。
…
…
わ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
シ
ー
ネ
ソ
シ
ュ
ピ
ソ
ネ
ロ
イ

し
が
知
っ
て
い
る
す
べ
て
の
機
械
紡
績
工
場
を
再
現
す
る
た
め
に
表
の
作
成
を
試
み
た
。
そ
こ
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
機
械
紡
績

工
場
が
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
単
に
人
問
の
手
が
動
力
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
も
っ
と
も
簡
単
な
形
態
か
ら
、
馬

カ
ま
た
は
水
力
に
１
よ
っ
て
人
間
の
動
力
か
ら
大
幅
に
解
放
さ
れ
、
わ
た
し
が
工
場
に
類
似
の
形
態
と
乎
ぼ
う
と
思
う
彩
態
を
経
て
、

蒸
気
機
関
に
ー
よ
っ
て
、
労
働
の
テ
ム
ポ
を
規
制
さ
れ
た
、
不
断
の
労
働
力
が
存
在
す
る
純
粋
の
工
場
経
営
に
至
る
ま
で
の
も
の
が
採
り

　
　
　
　
　
　
（
１
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

上
げ
ら
れ
て
い
る
」
と
。
こ
こ
で
、
後
段
の
考
察
と
の
関
連
で
、
差
当
り
工
場
の
概
念
が
駿
昧
な
点
に
注
意
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
、
Ｊ
・
ケ
ル
マ
ソ
の
表
に
従
う
と
、
一
八
三
三
年
の
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
県
一
三
郡
に
お
け
る
機
械
紡
績
工
場
の
数
は
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

六
で
、
う
ち
蒸
気
機
関
を
使
用
し
て
い
る
経
営
は
一
一
で
あ
っ
た
。

　
作
業
場
の
規
模
に
っ
い
て
の
例
を
挙
げ
る
な
ら
ぼ
、
○
Ｄ
一
八
○
○
年
に
ヶ
ト
ヴ
ヅ
ヒ
（
奈
↓
菱
ぴ
・
）
で
は
、
　
「
綿
糸
が
手
動
機
械

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

（
壷
ま
§
９
っ
Ｏ
巨
箏
彗
）
で
紡
が
れ
る
四
っ
の
工
場
」
で
「
ほ
ぼ
二
四
名
」
が
働
い
て
い
た
〔
一
工
場
平
均
六
名
〕
。
の
一
八
一
一
年
に
ヴ
ェ

　
　
　
三
月
前
期
の
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
げ
る
「
杜
会
問
題
」
ｏ
（
川
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
（
九
二
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
（
九
三
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

ー
ゼ
ル
（
考
霧
ｇ
で
は
、
五
つ
の
企
業
が
二
六
六
名
の
労
働
者
を
雇
傭
〔
一
企
業
平
均
五
三
名
〕
。
ゆ
大
陸
封
鎖
解
除
後
の
困
難
た
時
期

に
、
ラ
ィ
ン
ラ
ソ
ト
の
他
の
都
市
で
は
綿
紡
績
業
が
全
部
ま
た
は
一
部
倒
産
し
た
の
に
対
し
、
例
外
的
に
縮
小
す
る
こ
と
も
な
く
維

持
さ
れ
続
げ
、
ラ
イ
ン
ラ
ソ
ト
の
綿
紡
績
業
の
重
要
な
中
心
地
と
な
っ
た
メ
ソ
ヘ
ソ
グ
ラ
ー
ト
バ
ッ
ハ
（
竃
旨
ｏ
ぎ
畠
茎
＄
争
）
で
は
、

一
八
一
一
年
に
手
動
機
械
を
使
用
し
た
六
紡
績
工
場
で
三
二
〇
名
が
働
い
て
お
り
〔
一
紡
績
工
場
平
均
五
三
名
〕
、
一
八
三
三
年
に
初
め

て
、
七
っ
の
水
車
の
う
ち
の
一
っ
が
綿
紡
績
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
ク
ロ
ー
ソ
兄
弟
の
企
業
（
ｑ
轟
ｑ
巨
ｏ
昌
｝
昌
竃

～
胃
○
ｏ
耳
０
８
旨
）
が
蒸
気
機
関
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
り
、
近
代
的
工
場
経
営
へ
の
第
一
歩
を
印
し
た
後
、
翌
一
八
三
四
年
に
は

九
綿
紡
績
工
場
で
八
九
一
名
が
雇
傭
〔
一
紡
績
工
場
平
均
九
九
名
〕
。
し
か
し
、
な
お
一
八
四
〇
年
代
中
葉
ま
で
は
手
動
機
械
の
紡
績
工

　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）
）
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

場
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
↑
ラ
イ
ト
（
穿
黒
８
で
は
一
八
一
一
年
に
五
紡
績
工
場
で
三
五
〇
名
が
労
働
〔
一
紡
績
工
場
平
均
七
〇

　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）
　
　
　
　
　
一

名
〕
。
６
ノ
イ
ス
（
茅
昌
）
で
は
一
八
〇
四
年
に
一
二
紡
績
工
場
で
六
〇
〇
名
〔
一
紡
績
工
場
平
均
五
〇
名
〕
。
ゆ
バ
ル
メ
ソ
で
は
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

八
三
六
年
に
蒸
気
力
紡
績
工
場
が
一
っ
だ
げ
存
在
し
、
一
八
○
名
を
雇
傭
。
Ｃ
つ
例
外
的
規
模
と
Ｌ
て
、
一
七
八
三
年
に
ド
イ
ツ
最
古

の
紡
績
工
場
と
し
て
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
近
辺
の
ラ
ー
テ
ィ
ソ
ゲ
ソ
に
設
立
さ
れ
た
ブ
レ
ッ
ゲ
ル
マ
ン
（
卑
縁
９
量
昌
）
の
経
営
で

　
　
　
（
１
０
一
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

三
〇
〇
名
。
な
お
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
県
以
外
の
ラ
ィ
ソ
ラ
ソ
ト
に
は
綿
紡
績
工
場
は
比
較
的
僅
か
し
か
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
以
上
か
ら
、
○
つ
を
特
例
と
し
て
考
察
の
外
に
置
く
な
ら
ば
、
綿
紡
績
工
場
の
規
模
は
、
手
動
機
械
を
使
用
し
て
い
る
ば
あ
い
に
は

平
均
五
〇
名
、
蒸
気
力
紡
績
機
の
ば
あ
い
、
挙
例
の
ゆ
で
は
一
八
○
名
、
水
力
紡
績
機
の
ば
あ
い
は
、
推
定
の
域
を
出
な
い
の
で
あ

る
が
、
七
〇
～
八
○
名
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
後
に
考
察
す
る
児
童
労
働
者
の
保
護
の
問
題
は
、
こ
の
部
門
を
中
心
に
展

開
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
綿
織
物
業
は
、
一
八
五
〇
年
代
ま
で
家
内
工
業
捗
態
が
支
配
的
で
あ
っ
て
、
世
紀
の
後
半
に
力
織
機
が
導
入
さ
れ
る
と
と
も
に
、



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

工
場
経
営
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
世
紀
の
前
半
に
例
外
的
に
ー
集
中
作
業
場
の
形
態
を
と
っ
て
い
た
ば
あ
い
に
つ
い
て

み
る
な
ら
ば
、
Ｏ
〇
一
八
一
九
年
に
オ
ス
ミ
ン
グ
ハ
ウ
ゼ
ソ
（
○
。
。
邑
轟
ぎ
易
竃
）
の
Ｗ
・
フ
ロ
ヴ
ァ
ィ
ソ
（
窒
亭
９
昌
卑
◎
毒
£
、
Ａ
・

プ
ラ
イ
ヤ
ー
（
ぎ
己
け
胃
２
３
な
ら
び
に
Ｗ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
（
葦
曇
９
昌
○
っ
ｏ
ぎ
旨
）
の
「
麻
・
綿
交
織
織
物
工
場
（
○
っ
一
彗
ｏ
。
・
彗
－

墨
げ
葦
）
」
は
、
合
計
で
三
八
の
織
機
と
「
水
力
紡
績
機
で
製
造
さ
れ
た
綿
糸
ま
た
は
経
糸
編
み
の
メ
リ
ャ
ス
機
（
奉
箒
斗
ミ
茸
－
◎
ｑ
胃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

奈
箒
易
昌
豪
）
」
を
三
台
、
　
「
ボ
イ
ラ
ー
（
穴
萎
〇
一
）
」
を
二
台
所
有
し
、
五
四
名
を
雇
傭
〔
一
工
場
平
均
一
八
名
〕
。
〇
一
八
〇
九
年
に

ル
ー
ル
オ
ル
ト
（
害
マ
◎
３
の
「
綿
織
物
と
半
絹
織
物
の
著
名
な
あ
る
工
場
」
で
は
四
七
の
織
機
を
所
有
し
、
六
三
名
を
雇
傭
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

い
た
が
、
一
八
一
七
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
競
争
に
敗
れ
て
倒
産
。

　
一
九
世
紀
前
半
に
お
げ
る
綿
工
業
の
、
以
上
の
よ
う
な
作
業
場
の
観
模
に
対
し
て
、
ラ
イ
ソ
ラ
ソ
ト
最
初
の
紡
績
・
織
布
兼
営
の

大
工
場
と
し
て
、
一
八
五
三
年
に
設
立
さ
れ
た
「
グ
ラ
ー
ト
バ
ッ
ハ
紡
織
株
式
会
杜
（
９
邑
罫
｝
胃
Ｏ
。
亘
昌
０
邑
■
箏
ｑ
考
争
９
９
」
の

ば
あ
い
、
創
立
当
時
す
で
に
一
五
、
○
○
○
紡
錘
、
三
七
〇
名
を
雇
傭
し
て
お
り
、
一
八
五
六
年
に
は
三
〇
、
○
○
○
紡
錘
で
七
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

○
名
、
一
八
五
七
年
に
九
〇
〇
名
、
一
八
六
〇
年
末
に
は
一
、
○
○
○
名
を
雇
傭
し
て
い
る
。
紡
績
工
場
数
も
、
グ
ラ
ー
ト
バ
ッ
ハ

商
業
会
議
所
区
域
と
グ
レ
ー
フ
ェ
ソ
ブ
ロ
イ
ヒ
郡
に
お
い
て
の
み
で
、
一
八
五
九
年
に
一
四
、
一
八
六
一
年
に
は
一
九
に
達
し
て
お

り
、
グ
ラ
ー
ト
バ
ッ
ハ
郡
の
工
場
労
働
者
数
も
、
一
八
三
六
年
に
は
二
、
五
九
一
名
で
あ
っ
た
の
が
、
一
八
八
八
年
に
は
綿
工
業
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

羊
毛
工
業
部
門
〔
紡
績
か
ら
仕
上
げ
ま
で
を
含
む
〕
の
み
で
一
八
、
六
〇
八
名
を
数
え
て
い
る
。
先
述
の
、
　
一
八
三
三
年
の
デ
ュ
ッ
セ

ル
ド
ル
フ
県
一
三
郡
の
紡
績
工
場
数
四
六
、
う
ち
蒸
気
機
関
使
用
の
も
の
一
一
、
お
よ
び
バ
ル
メ
ソ
の
蒸
気
力
紡
績
工
場
の
労
働
者

数
一
八
○
名
、
と
比
較
す
る
時
、
三
月
前
期
の
綿
工
業
部
門
に
お
げ
る
雇
傭
能
力
の
狭
小
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

　
っ
ぎ
に
１
、
鉄
工
業
の
観
模
の
検
討
に
移
る
と
、
い
ク
ル
ッ
プ
商
会
（
ヨ
・
竃
穴
昌
暑
）
の
ぼ
あ
い
、
一
八
三
一
年
に
労
働
者
は
九
名
、

　
　
　
三
月
前
期
の
プ
ロ
ィ
セ
ン
に
お
け
る
「
杜
会
問
題
」
ｏ
（
川
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
（
九
三
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
（
九
三
二
）

一
八
四
六
年
に
一
四
二
名
。
の
一
八
五
四
年
に
ボ
ー
フ
ム
連
合
（
雰
・
巨
暮
・
く
・
屋
昌
｛
旨
団
胃
ぴ
・
げ
書
昌
｛
旨
窒
筆
敏
茎
置
一
一
８
）
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

と
発
展
す
る
マ
ィ
ヤ
ー
商
会
（
里
§
ｐ
睾
昌
３
の
ば
あ
い
、
一
八
四
六
年
に
七
〇
名
。
ゆ
例
外
的
な
規
模
と
し
て
、
グ
ー
テ
ホ
フ
ヌ

ソ
ク
冶
金
所
（
雪
試
ぎ
申
昌
轟
。
。
婁
箒
）
の
ば
あ
い
、
一
八
一
八
年
に
一
七
六
名
、
一
八
三
二
年
に
三
四
〇
名
、
一
八
四
三
年
に
は
二
、

○
○
○
名
。
　
↑
ｏ
最
初
の
結
合
経
営
と
い
わ
れ
る
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
の
ハ
ル
コ
ル
ト
機
械
製
作
所
（
胃
ｇ
ぎ
婁
争
ｏ
事
胃
吋
。
・
§
け
ｏ
霊
宍
◎
斗

俸
Ｏ
〇
二
戸
事
等
３
の
ほ
あ
い
、
一
八
三
二
年
に
一
四
七
名
〔
鉱
山
一
八
名
、
鉄
冶
金
と
鋳
鉄
に
三
六
名
、
パ
ッ
ド
ル
炉
と
圧
延
に
四
五
名
、

　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

機
械
製
作
に
五
〇
名
〕
。

　
と
こ
ろ
で
、
一
八
五
〇
年
代
以
降
の
産
業
革
命
の
突
破
の
過
程
に
お
い
て
労
働
者
数
は
、
ク
ル
ッ
プ
の
ぽ
あ
い
、
一
八
五
五
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
）

七
〇
〇
名
、
一
八
六
七
年
に
六
、
九
〇
〇
名
、
一
八
七
一
年
に
八
、
九
〇
〇
名
、
一
八
七
三
年
に
は
一
二
、
○
○
○
名
へ
と
増
大
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
９
）

ボ
ー
フ
ム
連
合
の
ば
あ
い
、
一
八
五
八
年
に
五
六
〇
名
、
一
八
六
四
年
に
一
、
九
五
〇
名
へ
と
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
数
字
か
ら
、

三
月
前
期
の
鉄
工
業
に
お
げ
る
雇
傭
能
力
の
限
界
を
看
取
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

、
’
以
上
一
三
月
前
期
の
「
大
衆
貧
窮
」
は
、
「
農
民
解
放
」
、
「
営
業
の
自
由
」
、
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
の
競
争
に
よ
る
家
内
工
業
の
危
機

に
よ
っ
て
発
生
し
た
下
層
貧
民
の
増
大
に
対
し
て
、
当
時
の
工
業
の
雇
傭
能
力
に
限
界
の
あ
っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
て
き
た
。
．
Ｌ
か
し
、

こ
の
「
大
衆
貧
窮
」
は
、
同
時
に
一
八
五
〇
年
代
以
降
に
お
げ
る
産
業
革
命
の
突
破
の
過
程
に
対
し
て
、
重
要
な
基
礎
条
件
の
一
つ

を
準
備
す
る
と
い
う
意
義
を
も
担
っ
て
い
た
。
Ｗ
・
ヶ
ル
プ
ソ
は
っ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
「
こ
の
新
し
い
下
層
民
は
、
工
業

労
働
者
人
目
に
対
す
る
貯
水
池
を
形
成
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
初
め
て
、
杜
会
的
な
過
桂
が
、
工
業
化
の
経
済
的
な
過
程
と
結
び
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
）

い
た
し
、
ま
た
五
〇
年
代
に
、
工
業
化
に
よ
っ
て
過
剰
人
口
の
危
機
と
い
う
妖
怪
が
、
、
追
放
さ
れ
得
た
の
で
あ
る
」
と
。
こ
う
し
た

意
義
を
も
っ
た
三
月
前
期
の
・
「
大
衆
貧
窮
」
の
状
態
を
っ
ぎ
に
考
察
し
て
、
以
上
の
検
討
を
締
め
括
る
こ
と
に
し
よ
う
。
’



（
１
）
－
８
ま
ヨ
寮
§
彗
Ｐ
冒
・
睾
ｐ
■
ｏ
薫
膏
竃
ぎ
穿
９
ま
己
一
斗
８
－
Ｈ
・
。
・
。
・
。
一
雰
；
畠
鼻
Ｈ
８
．

（
２
）
　
一
八
三
九
年
の
児
童
保
護
規
定
に
お
い
て
は
工
場
の
概
念
が
暖
昧
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
の
指
摘
と
し
て
、
く
撃
９
穴
』
暮
ｏ
Ｐ
ｐ
．
ｐ
・

　
　
○
．
一
・
。
９
穴
邑
土
９
員
－
邑
三
。
ｑ
一
９
¢
霊
事
岸
胃
げ
Ｏ
岸
＜
昌
穴
一
己
¢
昌
ぎ
Ｈ
Ｏ
．
守
～
ぎ
己
賢
け
一
里
目
？
◎
巨
◎
昌
ら
９
宗
Ｏ
巨
宇

　
　
ぴ
ｑ
霧
Ｏ
巨
Ｏ
；
Ｐ
く
Ｃ
っ
ミ
９
墨
．
岬
ド
；
量
ヨ
．
ま
た
、
一
八
三
〇
年
代
に
ラ
ィ
ソ
ラ
ソ
ト
に
お
い
て
工
場
と
い
｝
言
葉
が
さ
ま
ざ
ま
な

　
　
意
味
内
容
で
も
っ
て
使
用
さ
れ
た
点
に
。
つ
い
て
は
、
渡
辺
尚
「
仕
事
場
か
ら
『
工
場
』
へ
　
　
『
ラ
イ
ソ
ラ
ソ
ト
・
ヘ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ

　
　
公
認
住
民
録
（
一
八
三
三
）
』
分
析
○
Ｏ
　
　
」
、
『
経
済
論
叢
』
、
一
一
六
巻
五
・
六
号
、
一
九
七
五
年
、
を
参
照
せ
よ
。

（
３
）
　
－
穴
胃
８
彗
貝
ｐ
・
中
○
二
Ｈ
０
ｏ
◎
山
竃
・
な
お
、
二
二
郡
は
、
○
¢
ヨ
胃
Ｐ
穴
ｏ
ヨ
君
■
六
屋
壁
｛
一
室
雲
９
署
１
９
邑
罫
ｏ
戸
Ｏ
Ｈ
ｏ
＜
雪
ｉ

　
　
マ
９
０
戸
オ
彗
卸
Ｈ
」
雪
罵
Ｐ
向
旨
胃
置
Ｐ
Ｃ
っ
◎
享
鷺
Ｐ
Ｏ
茅
。
。
¢
５
◎
み
Ｕ
己
乙
・
巨
お
一
雰
窪
で
あ
る
。

（
４
）
　
向
一
ま
．
一
Ｎ
ｏ
ド

（
５
）
　
里
己
二
Ｎ
８
一

（
６
）
　
向
巨
・
一
８
↑
８
蜆
．
　
な
お
、
一
八
四
九
年
に
も
、
一
八
三
四
年
と
同
様
に
、
九
紡
績
工
場
が
存
在
し
て
い
た
が
、
労
働
者
数
は
七
四
二

　
　
名
で
あ
っ
て
、
僅
か
に
減
少
し
て
い
る
（
事
昌
Ｋ
早
ぎ
ぎ
ｐ
ｇ
ｏ
冒
碁
一
〇
三
§
ぴ
ｑ
ら
霧
○
¢
考
竃
げ
男
，
ｏ
¢
づ
○
っ
轟
隼
彗
竃
ぎ
ｏ
ぎ
お
一
邑
－

　
　
ｇ
ｏ
プ
；
ｑ
司
ま
旨
二
昌
Ｈ
ｏ
・
－
ｐ
～
｝
旨
己
實
け
　
穴
ひ
ぎ
岩
婁
蜆
・
。
）
。
　
一
八
三
六
年
に
グ
ラ
ー
ト
バ
ッ
ハ
郡
で
は
、
一
四
紡
績
工
場
が

　
　
存
在
し
、
一
、
一
五
一
名
か
働
い
て
い
た
〔
一
工
場
平
均
八
二
名
〕
（
○
胃
ぎ
ま
声
宇
ヲ
Ｐ
昌
｝
易
讐
Ｕ
竃
鷺
ミ
胃
；
Ｏ
干
－
己
易
斥
－
９
０

　
　
Ｎ
■
ｏ
．
３
目
ｑ
｛
胃
宙
｝
９
巨
り
昌
ｉ
箏
Ｎ
－
昌
盲
げ
轟
Ｈ
ｏ
◎
○
ｏ
９
＞
昌
葦
ｏ
プ
ｏ
〇
一
〕
胃
。
り
｛
ｏ
ま
ｏ
Ｐ
匝
◎
箏
目
畠
賢
一
閉
ｏ
◎
．
た
お
、
Ｇ
・
ア
ー
デ
ル
プ
ソ
の

　
　
編
集
に
よ
る
こ
の
資
料
の
作
成
過
程
の
詳
細
に
１
つ
い
て
は
、
渡
辺
尚
「
Ｇ
・
ア
ー
デ
ル
プ
ソ
編
『
一
八
三
六
年
ラ
ィ
ソ
州
鉱
工
業
事
情
・

　
　
地
区
別
統
計
』
」
、
北
海
道
大
学
『
経
済
学
研
究
』
、
二
三
巻
三
号
、
一
九
七
三
年
、
を
参
照
せ
よ
）
。
し
か
し
、
他
の
文
献
に
。
よ
れ
ば
、
同

　
　
じ
年
に
同
じ
郡
で
、
工
場
の
内
訳
が
蒸
気
力
紡
績
工
場
三
、
水
力
紡
績
工
場
三
、
手
動
紡
績
工
場
一
〇
、
と
な
っ
て
お
り
、
工
場
数
に
険

　
　
い
違
い
が
み
ら
れ
る
（
ヨ
｛
易
ぎ
Ｏ
と
箏
Ｏ
自
｝
箏
註
〆
斤
Ｐ
８
８
胃
９
邑
罫
Ｏ
干
申
ぎ
首
け
ー
オ
¢
易
Ｏ
。
自
易
０
ｑ
ニ
ミ
¢
＆
彗
自
づ
｛
考
き
茅
彗
９
罵
己
Ｏ

　
　
事
－
募
Ｏ
ぎ
穿
鷺
９
９
霧
與
昌
－
－
寿
彗
曇
＆
胃
｝
９
Ｐ
司
霧
叶
己
り
｝
ま
；
冒
司
９
０
ニ
マ
窮
Ｈ
０
３
娑
『
釘
雪
団
星
争
Ｏ
易
睾
．
９
邑
９
｝

　
　
Ｈ
８
“
仁
ｏ
。
）
。

（
７
）
－
．
奈
曇
彗
貝
Ｐ
與
．
○
二
Ｎ
◎
甲
昌
９

（
８
）
向
巨
二
畠
甲
８
べ
．

三
月
前
期
の
ブ
ロ
イ
セ
ン
に
お
げ
る
「
杜
会
問
題
」
ｏ

（
川
本
）

六
五
（
九
三
三
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
六
斉
）

六
六
（
九
三
四
）

　
（
９
）
　
向
げ
Ｐ
一
Ｎ
◎
Ｎ
．
　
９
声
ｑ
９
昌
｝
目
Ｐ
～
．
９
．
Ｏ
・
一
ト
ｏ
・

　
（
加
）
　
○
．
声
｛
９
昌
ｐ
目
Ｐ
　
甲
ｐ
ｏ
．
Ｏ
．
一
　
Ｈ
ｏ
◎
・

　
（
ｕ
）
　
－
穴
９
昌
竃
Ｐ
與
・
中
Ｏ
・
一
Ｎ
ミ
．
な
お
、
ケ
ル
ソ
県
の
事
情
に
。
つ
い
て
は
、
く
阻
・
向
巨
二
曽
ｏ
－
旨
閉
．

　
（
１
２
）
　
向
竃
．
一
Ｓ
Ｎ
．

　
（
１
３
）
　
向
竃
二
曽
り
．

　
（
１
４
）
　
向
巨
．
一
Ｓ
Ｈ
．
た
お
、
一
八
三
六
年
に
織
布
業
の
中
心
地
で
あ
る
エ
ル
バ
ー
フ
ェ
ル
ト
郡
で
は
、
綿
製
品
製
造
部
門
の
経
営
数
が
七
二
、

　
　
　
労
働
者
数
が
六
、
九
六
五
名
〔
一
経
営
平
均
九
六
名
〕
で
あ
っ
た
　
（
○
』
ま
ヲ
彗
Ｐ
凹
．
中
Ｏ
二
ま
）
。
但
し
、
具
体
的
な
経
営
彬
態
に

　
　
　
っ
い
て
は
不
明
で
あ
り
、
当
時
の
織
布
業
の
一
般
的
趨
勢
か
ら
、
問
屋
制
の
秒
態
を
と
っ
て
い
た
ぱ
あ
い
が
大
部
分
で
は
な
い
か
と
推
定

　
　
　
さ
れ
る
。

　
（
１
５
）
睾
ぎ
ｏ
雰
昌
導
。
・
一
呈
¢
○
塁
ｏ
｝
庁
巨
¢
¢
ぎ
胃
団
彗
昌
き
豪
冨
昌
¢
邑
二
～
軍
ｏ
ｑ
鼻
ぎ
易
冒
富
９
昌
｛
亭
冒
ト
ま
ｏ
ま
易
ｏ
ぎ
芦

　
　
　
○
オ
２
　
曽
¢
－
｛
９
げ
０
Ｈ
ぴ
ｑ
Ｈ
り
］
．
９
　
仁
－
岬
．
　
Ｈ
目
ｑ
目
乙
ｏ
旨
げ
１
■
箏
｛
葭
｝
■
０
９
ｏ
ｏ
斤
｝
昌
昌
ｏ
『
○
巨
ｑ
一
Ｕ
”
ｏ
｝
１
射
｝
０
ｋ
｛
一
１
≠
ｏ
■
Ｏ
目
『
ｏ
ｏ
胴
．
一
～
．
苧
Ｏ
．
一
ｃ
ｏ
ｏ
◎
・

　
（
１
６
）
　
Ｈ
箏
｛
■
ｏ
ｏ
茸
庁
１
■
■
ｑ
葭
｝
づ
｛
９
ｏ
ｏ
斤
～
昌
昌
¢
Ｈ
０
５
ｑ
げ
｝
ｏ
｝
１
肉
｝
¢
く
ｏ
干
オ
¢
■
籟
｝
Ｈ
０
０
ｏ
ｑ
．
一
～
．
凹
．
Ｏ
．
一
ト
戸
ｏ
◎
ト
ｏ
り
．

　
（
１
７
）
　
事
．
穴
昌
昌
彗
Ｐ
申
ぎ
巨
彗
ｏ
目
己
ミ
易
豪
－
ｏ
Ｐ
胃
ｏ
．

　
（
１
８
）
穴
；
署
曇
甲
曇
ド
Ｎ
彗
Ｈ
ｏ
〇
一
誉
島
彗
雰
。
・
け
２
彗
ｑ
胃
｝
一
・
§
穴
；
暑
…
｛
｛
胃
旨
軍
～
｝
一
婁
鼻
豊
雰
・
。
彗
－
害
貫

　
　
　
向
ｏ
ｏ
ｏ
・
ｏ
目
Ｈ
胃
ド
Ｈ
◎
ｐ
８
一
曽
Ｈ
一

　
（
１
９
）
事
津
胃
忌
ま
貝
団
・
・
巨
昌
・
・
く
馨
巨
琴
雰
お
罫
｛
昌
｛
Ｏ
奏
。
・
茎
一
奪
鼻
註
旨
竃
一
自
雰
・
巨
員
豪
昌
宙
ざ
８
巨
一
〇

　
　
　
〇
・
Ｏ
ぎ
胃
Ｏ
象
Ｏ
巨
Ｏ
軍
¢
－
昌
宛
～
｝
昌
彗
ｑ
胃
ミ
庁
誌
Ｏ
ぎ
津
ｑ
霧
肉
■
チ
ま
竃
守
訂
一
Ｕ
豪
乙
。
¢
巨
Ｏ
ユ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
。
ト
Ｃ
。
ド
冨
Ｏ
Ｏ
．

　
（
２
０
）
　
奉
穴
昌
－
昌
～
目
Ｐ
】
Ｕ
げ
声
｝
敏
箏
ｏ
ｑ
ｏ
ｏ
胃
ｏ
ｏ
＄
牡
－
ｏ
｝
¢
箏
ｏ
ｏ
§
庁
－
ｏ
◎
軍
寿
一
昌
Ｈ
・
ま
た
、
く
０
Ｑ
－
甲
ｌ
Ｏ
・
事
ｏ
巨
。
■
Ｕ
麸
ｏ
ｏ
鼻
乙
ｏ
ｏ
｝
。
内
ｐ
“

　
　
　
○
り
¢
昌
９
ｏ
戸
Ｎ
甲
轟
．

６
　
三
月
前
期
に
お
け
る
「
大
衆
貧
窮
」

三
月
前
期
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
諾
原
因
か
ら
下
層
民
が
増
大
し
、
貧
窮
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
一
八
三
〇
～
一
八
四
〇



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ
ー
ベ
ル

年
代
に
は
、
こ
の
下
層
民
に
対
し
て
従
来
の
「
賎
民
」
に
代
っ
て
「
ブ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
（
？
〇
一
¢
冨
巨
）
」
と
い
う
呼
称
が
用
い
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
言
葉
は
、
古
代
ロ
ー
マ
の
Ｖ
肩
Ｏ
Ｈ
０
訂
ユ
冨
く
に
起
源
を
も
ち
、
そ
の
後
、
そ
の
使
用
に
は
変
遷
が
あ
っ

た
が
、
一
九
世
紀
の
前
半
に
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
下
層
民
の
増
大
と
貧
窮
が
さ
し
迫
っ
た
問
題
と
な
っ
た
時
、
下
か
ら
膨
れ
あ
が
っ

て
く
る
者
を
意
味
し
た
フ
ラ
ソ
ス
語
の
Ｖ
肩
Ｏ
辱
巴
昌
く
と
い
う
言
葉
が
、
ド
イ
ツ
に
移
植
さ
れ
て
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
」
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ
ｉ
ベ
ル
シ
ユ
タ
ソ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ー
ベ
ル

て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
新
し
い
言
葉
は
、
も
は
や
「
賎
民
層
」
で
は
な
く
な
っ
た
、
解
放
さ
れ
た
賎
民
（
ら
實
ｏ
亭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

雲
。
。
隼
＠
霊
匡
）
を
指
す
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ
ー
ベ
ル

　
こ
の
言
葉
の
普
及
に
示
さ
れ
る
「
解
放
さ
れ
た
賎
民
」
の
増
大
と
貧
窮
に
対
し
て
、
ブ
ロ
ィ
セ
ソ
で
は
一
八
二
〇
年
代
に
す
で
に

警
告
が
発
せ
ら
れ
て
い
た
。
初
代
の
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
州
長
官
Ｌ
・
ｖ
・
フ
ィ
ソ
ケ
（
巨
穿
好
専
９
プ
弩
＜
昌
く
圧
ｏ
ぎ
）
は
、

一
八
二
四
年
に
ベ
ル
リ
ソ
政
府
に
対
し
て
「
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
に
お
け
る
農
場
の
分
割
と
土
地
の
細
分
化
」
に
つ
い
て
の
意
見

（
Ｏ
・
巨
き
軍
彗
夢
Ｒ
ち
¢
Ｎ
Ｏ
易
；
Ｏ
匡
昌
。
・
Ｏ
胃
雰
亮
昌
プ
祭
昌
｛
２
０
Ｎ
婁
り
…
胃
目
轟
ｑ
睾
？
…
麦
旨
ぎ
庄
オ
¢
。
。
豪
一
彗
、
、
）
を
提
出

し
て
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
「
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
杜
会
の
幸
福
は
、
有
能
で
健
康
な
、
か
っ
精
力
的
、
知
性
的
な
、
道
徳
的
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ
１
ベ
ル

教
養
の
あ
る
多
く
の
人
間
の
存
在
に
左
右
さ
れ
る
。
こ
の
幸
福
は
、
多
数
の
窮
迫
し
た
賎
民
の
存
在
と
は
矛
盾
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

立
法
は
人
口
の
無
条
件
の
増
大
を
原
則
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
少
な
く
と
も
、
自
然
が
勤
勉
な
働
き
手
に
す
ら
僅
か
の
利
得
し
か
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

え
な
い
よ
う
な
地
方
に
お
い
て
は
そ
う
で
あ
る
」
と
。

　
フ
ォ
ム
・
シ
ュ
タ
イ
ソ
（
宰
ｏ
亭
ｏ
員
く
◎
昌
・
っ
邑
目
）
も
ま
た
、
か
れ
の
死
の
直
前
に
当
る
一
八
三
一
年
一
月
一
四
目
に
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ

ー
レ
ソ
州
議
会
に
お
い
て
「
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
杜
会
の
最
下
層
階
級
の
数
の
増
大
と
諸
要
求
か
ら
生
じ
る
」
危
険
に
つ
い
て
警
告
し
、
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ
－
ベ
ル

ぎ
の
よ
う
に
述
べ
た
。
　
「
こ
の
階
級
は
、
都
市
に
－
お
い
て
は
、
故
郷
の
な
い
、
無
産
の
賎
民
か
ら
な
っ
て
お
り
、
農
村
に
お
い
て
は
、

　
　
　
三
月
前
期
の
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
げ
る
「
杜
会
問
題
」
ｏ
（
川
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
（
九
三
五
）
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Ｏ
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２
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０
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Ｌ
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０
７
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ｏ
０
０
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４
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４
４
４
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４
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ｏ
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ｏ
Ｏ
ｏ
Ｏ

ｏ
ｏ
８

ｏ
ｏ
８

◎
ｏ
８

８

１
■
　
１
↓

１
■
・
　
１
上

１
■
　
１
１
．

１
■
　
１
１
一

１
↓
　
１
■

１

　
　
　
　
六
八
（
九
三
六
）

小
屋
住
農
（
巨
９
竃
嚢
箒
Ｈ
）
、
小
農
民
（
卑
一
寿
－

。
・
ぎ
胃
）
、
ノ
イ
バ
ウ
ア
ー
、
ア
イ
ソ
リ
ー
ガ
ー
、

ホ
イ
ァ
ー
リ
ソ
グ
か
ら
な
っ
て
い
る
。
か
れ
ら

は
嫉
妬
と
物
欲
を
自
身
の
う
ち
で
養
い
、
抱
い

　
　
　
（
３
）

て
い
る
」
と
。

　
こ
う
し
た
警
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
　
「
ブ
ロ

レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
は
増
大
し
て
い
き
、
と
く
に

一
八
四
六
～
一
八
四
七
年
の
凶
作
と
物
価
騰
貴

に
よ
り
飢
餓
状
態
に
陥
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
ド

イ
ツ
に
お
げ
る
「
古
い
秩
序
」
の
．
凶
年
（
・
ぎ

オ
◎
一
首
～
も
岸
實
○
邑
目
■
■
帽
、
巨
Ｕ
¢
巨
Ｏ
・
Ｏ
巨
｝
■
Ｏ
）

　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

と
い
わ
れ
る
一
八
四
七
年
の
状
況
は
つ
ぎ
の
如

く
で
あ
っ
た
。

　
一
八
四
六
〃
一
八
四
七
年
に
お
げ
る
凶
作
と

食
料
価
格
の
騰
貴
は
、
「
古
い
型
の
恐
慌
（
琴
一
－

ｏ
ｏ
彗
き
昌
仁
着
¢
｝
ｇ
－
彗
、
邑
胃
内
ユ
ｏ
・
ｏ
』
訂
箏

暑
湯
）
」
に
属
し
、
大
衆
の
生
活
に
直
接
的
な



影
響
を
及
ぽ
す
と
同
時
に
、
間
接
的
に
工
業
の
消
費
資
料
へ
の
需
要
を
減
少
さ
せ
、
資
本
を
消
耗
す
る
こ
と
に
ょ
り
、
全
経
済
の
流

動
性
を
阻
害
し
た
の
で
あ
っ
て
、
農
産
物
の
相
対
的
過
剰
生
産
に
ょ
り
、
農
業
経
営
者
の
一
般
的
な
所
得
減
少
と
窮
状
を
も
た
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）
　
　
　
　
（
６
）

本
来
的
な
意
味
で
の
「
農
業
恐
慌
」
で
は
な
か
っ
た
。
第
ｕ
表
に
お
い
て
注
意
を
惹
く
点
は
、
一
八
四
〇
年
の
穀
物
と
馬
鈴
薯
の

生
産
高
を
基
準
と
し
た
ぼ
あ
い
、
　
一
八
四
六
年
に
プ
ロ
ィ
セ
ソ
の
指
数
が
六
七
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、

　
　
（
７
）

第
１
２
表
に
よ
る
と
、
ポ
メ
ル
ン
と
ラ
イ
ソ
ラ
ソ
ト
に
お
い
て
、
ラ
イ
麦
、
小
麦
、
馬
鈴
薯
の
価
格
が
い
ず
れ
も
一
八
四
七
年
に
最
高

の
高
値
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
八
四
七
年
の
穀
物
価
格
の
高
騰
は
一
八
四
六
年
の
凶
作
の
結
果
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
第
１
２
表
か
ら
注
意
を
惹
く
点
は
、
ま
ず
、
ラ
ィ
麦
と
馬
鈴
薯
と
い
う
基
本
的
な
食
料
の
価
格
が
東
部
諸
州
よ
り
も
西

部
諸
州
に
お
い
て
逢
か
に
高
く
、
っ
ぎ
に
、
価
格
の
上
昇
率
は
、
逆
に
西
部
諸
州
よ
り
も
東
部
諸
州
に
お
い
て
著
し
い
こ
と
で
あ
る
。

前
者
は
、
当
時
、
交
通
、
運
輸
手
段
が
未
発
達
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
東
西
の
結
合
が
な
お
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
東
西
両
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

域
の
収
穫
減
少
の
観
模
や
杜
会
経
済
的
な
構
造
、
と
く
に
所
得
と
購
買
力
の
水
準
の
相
違
を
示
し
、
後
者
は
、
東
部
諸
州
に
お
い
て

は
、
第
６
表
で
示
し
た
よ
う
に
、
一
八
四
六
～
一
八
四
七
年
に
お
い
て
も
穀
物
の
輸
出
が
維
持
、
強
化
さ
れ
た
の
に
対
し
、
西
部
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

州
で
は
逆
に
穀
物
の
輸
入
が
増
大
し
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
穀
物
価
格
の
具
体
的
な
騰
貴
の
あ
り
方
は
、
東
部

と
西
部
の
諸
州
で
相
違
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
下
層
民
の
困
窮
に
一
層
抽
車
が
か
け
ら
れ
た
こ
と
は
明
白
で
あ

る
。　

一
八
四
七
年
に
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
に
お
い
て
は
、
す
で
に
引
用
し
た
『
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
蒸
気
船
』
の
記
事
に
み
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

る
よ
う
に
大
量
の
乞
食
が
発
生
す
る
と
と
も
に
、
盗
難
等
の
犯
罪
も
激
増
し
た
。
ま
た
、
同
年
冬
に
は
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
各
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
！
１
）

に
お
い
て
援
助
金
が
募
ら
れ
、
貧
民
に
対
す
る
ス
ー
プ
の
給
与
所
（
・
っ
；
肩
量
邑
等
）
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
ヵ
の

　
　
　
三
月
前
期
の
プ
ロ
ィ
セ
ン
に
お
げ
る
「
杜
会
個
題
」
ｏ
（
川
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
（
九
三
七
）



　
　
　
立
命
絡
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
（
九
三
八
）

ル
イ
ス
ヴ
ィ
ル
（
－
◎
募
く
昌
ｏ
）
で
は
労
働
者
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
の
窮
民
の
た
め
の
募
金
（
キ
豪
轟
¢
豪
竃
昌
巨
お
）
が
行
な
わ
れ
、
窮
乏

の
も
っ
と
も
甚
だ
し
か
っ
た
シ
ュ
レ
ー
ジ
ェ
ソ
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ヴ
ァ
ル
ト
、
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
に
各
二
〇
〇
ド
ル
が
送
ら
れ

　
　
（
１
２
）

て
い
る
。
ド
イ
ツ
か
ら
海
外
へ
の
移
民
も
一
八
四
六
年
よ
り
以
前
に
は
平
均
三
四
、
○
○
○
人
で
あ
っ
た
の
が
、
　
一
八
四
六
年
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

五
七
、
○
○
○
人
へ
と
急
増
し
た
。
こ
う
し
た
事
例
か
ら
一
八
四
六
〃
一
八
四
七
年
の
窮
状
が
い
か
に
深
刻
で
あ
っ
た
か
を
知
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。

　
一
八
四
四
年
の
シ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ソ
の
織
工
一
撲
と
一
八
四
六
〃
一
八
四
七
年
の
凶
作
お
よ
び
穀
物
と
馬
鈴
薯
の
価
格
騰
貴
は
三
月

前
期
の
「
大
衆
貧
窮
」
の
頂
点
を
画
す
る
事
件
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
、
　
「
杜
会
問
題
」
は
緊
急
の
政
治
問
題
と
な
っ
て
い
っ
た
。

一
八
四
六
年
に
Ｊ
・
Ａ
・
ｙ
ニ
フ
ド
ヴ
ィ
ツ
（
－
ｏ
器
暮
冒
芝
｝
一
寄
ｑ
◎
ま
ｓ
）
は
、
「
。
フ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
巨
大
な
姿
で
そ
こ
に
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ウ
ペ
リ
ス
ム
ス

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
現
在
の
血
の
ド
ク
ド
ク
出
る
傷
口
　
　
大
衆
貧
窮
　
　
が
開
い
て
い
る
」
と
述
べ
、
確
信
を

も
っ
て
、
っ
ぎ
の
革
命
は
政
治
的
な
革
命
で
は
な
く
、
杜
会
的
な
革
命
で
あ
ろ
う
、
と
予
言
し
、
杜
会
主
義
と
共
産
主
義
の
新
し
い

教
義
が
、
フ
ラ
ソ
ス
か
ら
ド
イ
ツ
に
作
用
し
始
め
、
そ
れ
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
と
結
び
付
げ
ら
れ
て
い
る
、
と
指
摘
し
た
。
Ｌ
．

ｙ
．
・
シ
ュ
タ
ィ
ソ
（
－
◎
冒
昌
く
旨
ｃ
っ
置
づ
）
も
ま
た
、
一
八
四
二
年
に
す
で
に
、
　
「
誰
も
そ
の
実
在
を
信
じ
る
こ
と
を
欲
し
な
い
が
、

し
か
し
誰
も
が
そ
の
存
在
を
認
め
、
か
っ
怖
れ
て
い
る
陰
惨
で
脅
迫
的
た
妖
怪
」
、
す
な
わ
ち
共
産
主
義
が
戸
口
に
立
っ
て
い
る
、

　
　
　
　
　
（
１
４
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ
１
ベ
ル

と
書
い
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
こ
こ
で
「
ブ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
」
と
い
う
ぼ
あ
い
、
解
放
さ
れ
た
賎
民
を
主
力
と
し
、
西
エ
ル
ベ
地

域
に
お
い
て
、
繊
維
工
業
を
中
心
に
新
た
に
移
成
さ
れ
始
め
た
工
場
労
働
者
を
も
含
ん
で
い
た
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
三
月
前
期
の
「
杜
会
問
題
」
は
緊
迫
の
度
を
加
え
な
が
ら
政
治
間
題
と
結
び
付
い
て
い
き
、
　
「
三
月
革
命
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

前
史
の
一
重
要
局
面
を
形
造
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
他
方
、
こ
う
し
た
「
大
衆
貧
窮
」
の
進
行
に
対
し
て
プ
ロ
イ
セ
ソ
政
府
は



た
だ
腕
を
こ
ま
ぬ
い
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
プ
ロ
ィ
セ
ソ
政
府
は
、
す
で
に
窮
迫
し
て
い
く
手
工
業
者
と
新
た
に
彬
成
さ
れ
始

め
た
工
場
労
働
者
を
、
杜
会
立
法
を
通
じ
て
保
護
し
、
政
治
的
に
統
合
し
て
い
く
試
み
に
着
手
し
て
い
た
。
三
月
前
期
に
お
げ
る
プ

ロ
ィ
セ
ソ
の
中
間
層
政
策
と
杜
会
政
策
の
展
開
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
さ
い
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
三
月
前
期
の
プ
ロ
ィ
セ

ソ
に
お
げ
る
「
杜
会
問
題
」
は
中
間
層
問
題
を
主
要
な
局
面
と
し
な
が
ら
も
、
す
で
に
工
場
労
働
者
間
題
を
も
目
程
に
の
ぽ
せ
る
に

至
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
　
「
杜
会
問
題
」
に
対
す
る
プ
ロ
イ
セ
ソ
政
府
の
政
策
的
対
応
は
、
中
問
層
政
策
よ
り
も
先
に
、
ま
ず

工
場
労
働
者
問
題
に
対
す
る
一
八
三
九
年
の
児
童
保
護
規
定
で
も
っ
て
開
始
さ
れ
た
の
で
、
っ
ぎ
に
こ
の
点
の
検
討
に
す
す
む
こ
と

に
し
よ
う
。

（
１
）
　
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
」
と
い
２
言
葉
は
っ
ぎ
の
よ
う
な
変
遷
を
辿
っ
て
い
る
。
起
源
は
、
古
代
ロ
ー
マ
の
ｖ
肩
ｏ
軍
胃
一
易
く
に
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ュ
ペ
ー
ト
ミ
ツ
テ
ル
ア
ル
タ
ー

　
　
共
和
国
末
期
に
１
は
本
来
の
杜
会
法
的
意
味
を
喪
失
し
た
が
、
ヨ
リ
一
般
的
た
意
味
で
使
用
さ
れ
、
後
期
中
世
以
降
、
と
く
に
イ
ギ
リ

　
　
ス
に
お
い
て
再
び
屡
々
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
フ
ラ
ソ
ス
と
ド
ィ
ツ
に
お
い
て
も
、
こ
の
言
葉
は
、
ラ
テ
ソ
語
の
Ｖ
肩
◎
一
卑
邑
易
く

　
　
か
ら
新
た
に
導
入
さ
れ
、
一
般
的
に
無
産
の
、
手
か
ら
ロ
ヘ
と
生
活
す
る
者
を
指
し
た
。

　
　
ド
ィ
ツ
で
は
こ
の
言
葉
は
、
一
七
世
紀
に
は
屡
々
用
い
ら
れ
た
が
、
一
八
世
紀
に
１
は
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
稀
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ
１
ベ
ル

　
　
九
世
紀
の
最
初
の
数
十
年
問
に
、
賎
民
の
過
剰
が
さ
し
迫
っ
た
問
題
に
な
っ
た
時
、
下
か
ら
膨
れ
あ
が
っ
て
く
る
者
を
意
味
し
た
フ
ラ
ソ

　
　
ス
語
の
Ｖ
肩
ｏ
辱
巴
昌
く
が
移
植
さ
れ
て
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
」
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
た
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
新
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ
ー
ベ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ー
ベ
ル
ツ
ユ
タ
ソ
ト

　
　
言
葉
は
、
新
し
い
種
類
の
、
解
放
さ
れ
た
賎
民
　
　
そ
れ
ゆ
え
に
、
も
は
や
「
賎
民
層
」
で
は
な
い
者
－
の
呼
称
と
な
っ
た
。

　
　
　
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
概
念
の
尖
鋭
な
使
用
は
、
こ
の
言
葉
が
シ
ス
モ
ソ
デ
ィ
（
ｏ
。
〆
昌
ｇ
畠
）
の
二
階
級
理
論
（
Ｎ
毒
麦
轟
。
。
竃
－
２
冒
）

　
　
と
結
び
付
い
た
時
に
始
ま
る
。
こ
の
理
論
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
危
険
で
有
害
で
あ
る
と
の
表
象
を
伴
っ
て
広
く
受
げ
入
れ
ら
れ
た
。

　
　
し
か
し
、
当
初
に
お
い
て
は
初
期
杜
会
主
義
理
論
や
工
業
主
義
と
の
関
連
を
も
っ
て
は
い
た
か
っ
た
。
一
八
三
二
年
に
、
Ｃ
・
Ｂ
・
シ
ュ

　
　
ト
ゥ
ー
ヴ
ェ
（
Ｏ
胃
－
雰
ユ
量
昌
乙
っ
昌
き
）
は
、
　
『
ハ
ノ
ー
フ
ェ
王
国
の
現
状
に
つ
い
て
（
ｄ
げ
胃
ａ
¢
胴
品
彗
ミ
腎
匡
。
・
ｏ
－
晶
ｏ
ｑ
霧
穴
旨
早

　
　
『
９
ｏ
豪
自
彗
昌
く
ｇ
宕
畠
Ｈ
・
。
・
。
心
）
』
に
お
い
て
、
封
建
制
末
期
の
杜
会
に
お
げ
る
有
産
者
と
無
産
者
の
二
階
級
へ
の
分
裂
に
つ
い
て
述

　
三
月
前
期
の
ブ
ロ
イ
セ
ソ
に
お
げ
る
「
杜
会
問
題
」
ｏ
（
川
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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（
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九
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（
７
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（
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（
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立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
六
号
）

七
二
（
九
四
〇
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ッ
ユ
テ
ソ
デ
イ
ツ
シ
ユ

ベ
、
杜
会
的
危
機
を
克
服
す
る
た
め
に
、
杜
会
政
策
的
見
地
に
立
っ
た
農
民
解
放
の
重
要
性
を
説
い
た
。
っ
ま
り
、
こ
こ
で
は
身
分
制
的

な
農
業
杜
会
に
対
す
る
闘
争
が
間
題
と
さ
れ
、
農
民
解
放
に
よ
っ
て
健
全
な
中
問
層
を
育
成
し
、
二
階
級
の
危
険
た
対
立
を
克
服
す
る
こ

と
が
間
題
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
一
八
四
〇
年
代
に
「
杜
会
間
題
」
の
深
刻
化
を
背
景
に
、
　
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
は
、
Ｌ
・
ｖ
・
シ
ュ
タ
イ
ソ
に
よ
り
共

産
主
義
の
危
機
と
結
び
付
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
、
Ｋ
・
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
な
営
利
杜
会
の
否
定
と
結
び
付
げ
ら
れ
た
の
で

あ
る
（
ミ
．
Ｏ
◎
昌
９
く
◎
昌
Ｖ
雲
ぎ
－
〈
昌
昌
ｖ
軍
◎
－
９
胃
－
算
《
Ｈ
ミ
ー
Ｈ
Ｈ
り
）
。

　
奉
・
Ｏ
ｏ
ｏ
｝
■
岸
９
　
～
．
申
○
．
一
　
］
■
］
．
閉
．
　
奉
．
Ｏ
◎
目
Ｎ
９
　
く
８
旨
ｖ
勺
ｏ
げ
９
〈
Ｎ
目
Ｈ
旨
Ｖ
勺
『
◎
－
ｏ
叶
｝
『
｛
Ｐ
↓
《
　
Ｈ
Ｈ
ｏ
．
　
く
「
穴
ひ
－
８
Ｐ
目
箏
｝
団
¢
く
２
斤
０
Ｈ
昌
目
囚
■
目
｛

キ
げ
ｏ
豪
ざ
警
８
９
雪
饒
”
－
　
ｏ
。
・
。
．
　
こ
の
ぱ
あ
い
の
極
端
な
主
張
は
、
　
ハ
レ
の
医
師
、
　
Ｃ
・
Ａ
・
ヴ
ァ
ィ
ソ
ホ
ー
ル
ト
（
ｏ
胃
－
声
お
易
け

ミ
乱
ま
◎
量
）
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
か
れ
は
、
一
八
二
七
年
に
、
『
過
剰
人
口
に
つ
い
て
（
く
◎
箏
｛
胃
ｏ
訂
暑
ｇ
ぎ
昌
轟
）
』
を
著
わ
し
、

っ
ぎ
の
者
に
対
し
て
避
娃
に
よ
る
生
確
の
禁
止
を
提
唱
し
た
。
す
べ
て
の
乞
食
と
現
在
結
婚
し
て
い
た
い
貧
乏
人
、
地
方
自
治
体
の
扶
助

で
生
活
し
て
い
る
労
働
不
能
者
と
病
人
、
都
市
と
農
村
の
す
べ
て
の
男
性
使
用
人
、
職
人
と
徒
弟
（
考
．
Ｏ
◎
昌
９
く
◎
昌
Ｖ
雲
ま
尺
昌
目

Ｖ
～
◎
軍
邑
隻
一
Ｈ
Ｈ
０
．
奉
．
穴
ひ
一
一
蔓
員
雰
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薫
胃
昌
胴
昌
｛
キ
置
蕉
Ｈ
撃
呂
◎
ａ
ま
｝
－
・
。
。
。
－
・
。
仁
）
。

　
ミ
・
Ｃ
ｏ
ｏ
｝
仁
ぎ
９
　
～
・
與
・
○
・
一
　
ト
ｏ
ｏ
・
　
＜
く
・
Ｏ
◎
箏
Ｎ
９
　
く
◎
－
自
ｖ
勺
ｏ
：
げ
９
〈
Ｎ
目
員
Ｆ
Ｖ
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◎
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ｏ
け
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↑
〈
．
　
Ｈ
Ｈ
ｏ
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ミ
．
ト
げ
ｏ
－
　
睾
易
ｏ
・
¢
づ
彗
冒
鼻
一
害
．

　
冒
お
雪
ｂ
Ｕ
胃
帽
量
昌
一
〇
：
ぎ
昌
昌
ぎ
訂
く
ｏ
Ｓ
易
。
・
書
簑
鍔
彗
ｑ
胃
雰
＜
ｏ
巨
一
旨
く
昌
Ｈ
ｃ
・
曇
Ｎ
冒
寄
一
。
・
ｏ
・
昌
富
畠
げ
一
。
。
Ｈ
。
・
仁
。
・
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Ｕ
¢
募
Ｏ
巨
竃
Ｐ
ぎ
Ｏ
・
易
Ｏ
｝
｛
Ｏ
軍
¢
昌
Ｏ
Ｏ
霧
Ｏ
豪
０
５
芦
Ｏ
Ｏ
◎
己
胃
ぎ
｛
；
一
憲
易
と
巨
Ｏ
｝
事
¢
巨
胃
自
易
胴
二
８
◎
守
～
¢
彗
邑
ぎ
－

箏
ぎ
訂
雰
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◎
一
昌
ｇ
昌
｛
昌
◎
ｑ
ｇ
罵
雰
＜
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一
暮
◎
易
♂
賓
｝
；
。
・
一
ｇ
ま
お
彗
Ｈ
彗
９
ミ
◎
－
ミ
Ｈ
．
く
。
・
－
奉
き
具
峯
轟
。
。
ｏ
箏
胃
昌
昌

蟹
ふ
ｏ
ｏ
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］
。
．
団
¢
『
ｏ
ｑ
昌
～
目
目
一
　
甲
”
．
Ｏ
．
、
　
Ｎ
ｏ
Ｈ
．

　
向
一
己
．
一
Ｎ
震
．

　
向
げ
ｐ
一
Ｎ
ｏ
９
～
竃
．

　
向
ｇ
二
Ｎ
賢
－
畠
・
。
．
一
八
四
七
年
の
ヶ
ル
ソ
商
業
会
議
所
の
報
告
は
、
先
年
の
凶
作
の
結
果
、
「
穀
物
取
引
に
お
い
て
、
年
間
を
通
じ
て
、

そ
の
動
機
に
お
い
て
は
嘆
か
わ
し
い
が
、
し
か
し
、
そ
の
作
用
に
お
い
て
は
喜
ぱ
し
い
活
灌
さ
」
が
示
さ
れ
た
、
と
報
じ
た
。
す
た
わ
ち
、



　
　
春
に
１
は
ヶ
－
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
、
シ
ュ
テ
ヅ
テ
ィ
ソ
、
ヴ
ォ
ル
ガ
ス
ト
、
グ
ラ
イ
フ
ス
ヴ
ァ
ル
ト
や
シ
ュ
ト
ラ
ル
ズ
ソ
ト
か
ら
穀
物
が
輸
入

　
　
さ
れ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ソ
ダ
の
在
庫
も
ま
た
流
入
し
、
夏
と
秋
に
は
リ
ガ
、
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
、
ア
ル
ハ
ソ
ゲ
ル
、
オ
デ
ッ
サ
、
二
、
一

　
　
－
ヨ
ー
ク
か
ら
大
規
模
な
輸
入
が
行
た
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
（
向
巨
二
Ｎ
雪
）
。

　
　
　
な
お
、
Ｊ
・
ベ
ル
ク
マ
ソ
は
、
こ
の
論
文
で
、
一
八
四
六
～
一
八
四
七
年
の
経
済
危
機
が
「
三
月
革
命
」
に
対
し
て
ど
の
程
度
作
用
し

　
　
た
の
か
、
を
検
討
し
（
看
－
．
向
茎
．
一
畠
や
竃
ｍ
）
、
第
一
一
表
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
南
ド
イ
ツ
で
は
一
八
四
五
年
以
降
収
穫
が
上

　
　
昇
を
示
し
て
お
り
（
向
ｇ
二
畠
Ｈ
）
、
プ
ロ
セ
イ
ソ
に
お
い
て
も
、
一
八
四
七
年
八
月
の
収
穫
開
始
と
と
も
に
、
穀
物
価
格
は
低
落
し
て
お

　
　
り
（
向
巨
ニ
ミ
甲
Ｎ
お
）
、
こ
の
危
機
が
個
六
の
杜
会
集
団
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
、
に
っ
い
て
は
な
お
立
ち
入
っ
た

　
　
吟
味
が
必
要
で
あ
る
、
と
の
結
論
に
達
し
て
い
る
（
向
巨
ニ
ミ
・
。
）
。

（
１
０
）
　
ミ
．
ｏ
Ｏ
ｏ
プ
邑
亘
～
．
”
．
○
二
Ｈ
Ｓ
－
Ｈ
轟
・

（
ｕ
）
雲
戸
畠
Ｏ
．

（
１
２
）
　
向
竃
二
－
３
１

（
１
３
）
　
向
巨
．
一
－
雷
．

（
ｕ
＾
）
　
４
く
．
Ｏ
◎
箏
Ｎ
９
　
　
く
◎
昌
ｖ
、
ひ
す
色
く
Ｎ
巨
ヨ
ー
ｖ
－
、
Ｈ
〇
一
〇
↑
ｐ
ユ
與
け
小
　
－
一
〇
ｃ
－
一
一
〇
．

（
１
５
）
　
前
掲
拙
著
、
ニ
ハ
六
ぺ
－
ジ
以
下
を
参
照
せ
よ
。

三
月
前
期
の
プ
ロ
ィ
セ
ン
に
お
け
る
「
杜
会
問
題
」

ｏ
（
川
本
）

七
三
（
九
四
一
）




